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『
は
し
が
き

普
通
芥
川
の
作
品
の
な
か
で
切
支
丹
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
作
品
群
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
単
行
本
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
出
典
が
明
ら
か

経
と

に
さ
れ
て
い
る
。

山
「
煙
草
と
悪
魔
」
（
「
新
思
潮
」
大
五
・
十
一
）

第
二
短
編
集
「
煙
草
と
悪
魔
」
（
「
新
潮
社
」
大
六
・
十
一
）
所
収
。

○
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
「
司
祭
の
木
犀
草
」
（
英
訳
）

②
「
尾
形
了
齋
魁
え
醤
」
（
「
新
潮
」
大
六
・
一
）

第
一
短
編
集
「
羅
生
門
」
（
「
阿
蘭
陀
轡
房
」
大
六
・
五
）
所
収
。

○
森
鴎
外
「
興
津
弥
五
衛
門
の
遺
書
」

③
「
さ
ま
よ
へ
る
猶
太
人
」
（
「
雄
弁
」
大
六
・
六
）

第
二
短
編
「
煙
草
と
悪
魔
」
（
「
新
潮
社
」
大
六
・
十
一
）
所
収
。

凶
「
奉
教
人
の
死
」
（
「
三
田
文
学
」
大
七
・
九
）

第
三
短
編
集
「
槐
偶
師
」
（
「
新
潮
社
」
大
八
・
一
）

○
東
京
大
司
教
伯
多
禄
潟
利
亜
准
「
聖
人
伝
」
所
収
。
「
聖
マ
リ
ナ
」

○
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ク
ス
ト
ン
訳
（
英
訳
）
「
黄
金
伝
説
」
所
収
「
聖
マ
リ
ー
ヌ
」

○
ア
ナ
ト
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
「
聖
女
ユ
ウ
フ
ロ
ジ
ー
ヌ
」
（
英
訳
）

○
ア
ナ
ト
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
「
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ポ
ナ
ー
ル
の
罪
と
（
英
訳
）

○
ラ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
「
ジ
ョ
ス
ラ
ン
」

四三二一
、、､、

まヨーブは
と西神し
め方々が
ののぎ

人微
一笑
一

○
新
村
出
「
南
蛮
記
」

⑤
「
邪
宗
門
」
（
「
東
京
日
日
」
大
七
・
十
月
～
十
二
月
）

中
編
小
説
「
邪
宗
門
」
（
「
春
陽
堂
」
大
十
一
・
十
一
）
所
収
。

⑥
「
る
し
へ
る
」
（
「
雄
弁
」
大
七
、
十
一
）

第
三
短
編
集
「
槐
優
師
」
（
「
新
潮
社
」
大
八
・
一
）
所
収
。

○
ハ
ピ
ア
ン
「
破
提
宇
子
」

、
「
き
り
し
と
ぼ
ろ
上
人
伝
」
（
「
新
小
説
」
大
八
・
三
）

第
四
短
編
集
「
影
燈
髄
」
（
「
春
陽
堂
」
大
九
・
ご
所
収
。

○
カ
ク
ス
ト
ン
訳
（
英
訳
）
「
黄
金
伝
説
」
所
収
「
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
の
生

涯
」

○
天
草
本
伊
曾
保
物
語

⑧
「
じ
ゅ
り
あ
の
。
吉
助
」
（
「
新
小
説
」
大
八
・
九
）

第
四
短
編
集
「
影
燈
箭
」
（
「
春
陽
堂
」
大
九
・
二
所
収
。

。
「
黒
衣
聖
母
」
（
「
文
章
倶
楽
部
」
大
九
・
五
）

第
五
短
編
集
「
夜
来
の
花
」
（
「
春
陽
堂
」
大
十
・
三
）
所
収
。

○
メ
リ
メ
「
イ
ー
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
（
英
訳
）

⑩
「
南
京
の
基
督
」
（
「
中
央
公
論
」
大
九
・
七
）

第
五
短
編
集
「
夜
来
の
花
」
（
「
新
潮
社
」
大
十
・
三
）
所
収
。

⑪
「
神
々
の
微
笑
」
（
「
新
小
説
」
大
十
一
．
ご

第
六
短
編
集
「
春
服
」
（
「
春
陽
堂
」
大
十
一
一
・
五
）
所
収
。

⑫
「
報
恩
記
」
（
「
中
央
公
論
」
大
十
一
・
四
）
・

第
六
短
編
集
「
春
服
」
（
「
春
陽
堂
」
大
十
一
一
・
五
）
所
収
。

○
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
「
対
位
法
」

⑬
「
お
ぎ
ん
」
（
「
中
央
公
論
」
大
十
一
・
九
）

第
六
短
編
集
「
春
服
」
（
「
春
陽
堂
」
大
十
一
一
・
五
）
所
収
。

⑬
「
お
し
の
」
（
「
中
央
公
論
」
大
十
一
一
。
四
）
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晩
年
の
芥
川
は
、
こ
れ
ら
切
支
丹
物
と
呼
ば
れ
る
作
品
を
一
冊
に
ま
と
め
る
意
志
を

（
註
２
）

持
っ
て
い
た
が
、
実
現
せ
ず
に
終
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
〈
「
日
す
で
に
批
評

尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
素
材
的
に
は
な
お
追
求
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
プ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
と
言
わ
れ
た
芥
川
が
創
作
し
た
作
品
の
な
か
で
素
材
的
に
特
異

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
発
想
に
お
い
て
今
日
的
意
義
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
ら
「
切
支
丹
物
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
、
い
ず
れ
も
「
王
朝
物
」
や

「
保
吉
物
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
他
の
作
品
に
比
べ
て
そ
の
存
在
の
意
味
は
重
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

「
神
々
の
微
笑
」
は
外
国
か
ら
の
強
力
な
文
化
が
、
日
本
化
す
る
と
い
う
、
日
本

人
の
同
化
力
の
強
さ
と
い
う
主
題
を
即
物
的
に
展
開
し
た
思
想
小
説
で
あ
る
。
書
斎

人
で
あ
っ
た
芥
川
が
何
か
ら
こ
う
し
た
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
独
自
の
見
解
を
得
た

○
霜
女
覚
書

○
バ
ジ
ェ
ス
「
日
本
切
支
丹
宗
門
史
」
第
二
章

○
「
切
支
丹
鮮
血
遺
書
」
十
二

⑱
「
西
方
の
人
」
（
「
改
造
」
昭
二
・
八
）

「
綴
西
方
の
人
」
（
「
改
造
」
昭
一
一
・
九
）

短
編
小
説
・
評
論
集
「
西
方
の
人
」
（
「
岩
波

○
新
訳
聖
書

○
パ
ピ
ニ
「
イ
エ
ス
伝
」

○
ル
ナ
ン
「
イ
エ
ス
の
生
涯
」

○
ワ
イ
ル
ド
「
獄
中
記
」

第
七
短
編
集
「
黄
雀
集
」
（
「
新
潮
社
」
大
十
一
一
・
七
）
所
収
。

○
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
「
ラ
エ
タ
・
ア
キ
リ
ア
」

⑮
「
糸
女
覚
え
書
」
（
「
中
央
公
論
」
大
十
三
・
一
）

第
七
短
編
集
「
黄
雀
集
」
（
「
新
潮
社
」
大
十
一
一
・
七
）

・
九
）

（
「
岩
波
書
店
」
昭
四
・
十
二
）

所
収
。

「
神
々
の
微
笑
」
は
、
海
外
か
ら
日
本
に
渡
来
す
る
強
力
な
文
化
が
、
時
の
侵
食
を

受
け
日
本
の
風
土
に
同
化
し
、
日
本
的
変
形
を
遂
げ
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
思
想
的

対
話
小
説
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
内
容
は
左
の
点
に
列
挙
さ
れ
よ
う
。

一
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
、
夕
闇
に
咲
い
た
枝
垂
桜
に
無
気
味
さ
を
感
じ
る
。

一
一
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
は
、
日
本
の
山
や
森
に
あ
る
い
は
家
々
の
並
ん
だ
町
に
、

な
に
か
不
思
議
な
力
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
。

二
、
「
神
々
の
微
笑
」

「
神
々
の
微
笑
」
、
後
に
第
六
短
編
集
「
春
服
」
（
春
陽
堂
）
収
録
、
は
そ
の
モ

チ
ー
フ
が
遠
藤
周
作
「
沈
黙
」
の
主
題
と
重
な
る
た
め
最
近
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
切
支
丹
物
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
ー
マ
は
今
日
よ
り
普
遍
的
意
味
合
い
を

持
っ
て
い
る
。
最
初
に
「
神
々
の
微
笑
」
に
つ
い
て
「
沈
黙
」
の
作
者
が
述
べ
て
い

る
と
こ
ろ
を
引
く
と
。

こ
の
「
神
々
の
微
笑
」
の
恐
し
さ
は
、
芥
川
龍
之
介
が
老
人
の
ロ
を
か
り
て
、
い

か
な
る
外
国
の
宗
教
も
思
想
も
そ
こ
へ
移
植
す
れ
ば
そ
の
根
が
腐
り
、
そ
の
実
体

が
消
滅
し
、
外
形
だ
け
は
た
し
か
に
音
の
ま
ま
だ
が
、
実
は
以
而
非
な
る
も
の
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
日
本
の
精
神
的
風
土
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
。
（
中
略
）
私

は
こ
こ
を
読
み
な
が
ら
、
ふ
と
自
分
の
「
沈
黙
」
と
い
う
小
説
の
主
人
公
フ
ェ
レ

イ
ラ
と
ロ
ド
リ
ゴ
と
の
会
話
を
思
い
だ
し
た
。

（
「
神
々
の
微
笑
の
意
味
」
）

か
不
明
で
あ
る
。
同
主
題
を
取
り
扱
っ
た
外
国
の
文
献
か
ら
発
想
さ
れ
な
が
ら
、
日

本
文
化
の
優
位
に
思
い
至
っ
た
の
は
芥
川
が
日
本
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
和

同
じ
こ
と
が
「
西
方
の
人
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
「
新
訳
聖
書
」
を
下
地
に
し
て

他
の
多
く
の
先
行
作
品
に
負
い
な
が
ら
、
作
品
の
中
心
部
分
の
核
を
成
し
て
い
る
の

は
、
日
本
人
と
し
て
の
作
者
の
杼
惰
性
で
あ
る
。
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周
知
の
よ
う
に
本
居
宣
長
の
肖
像
自
賛
は
「
敷
島
の
や
ま
と
心
を
人
間
は
ば
朝
日
に

に
ほ
ふ
山
桜
花
」
で
あ
り
、
「
山
桜
花
」
こ
そ
古
来
か
ら
日
本
的
精
神
の
象
徴
と
し

て
理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
美
的
価
値
は
、
敷
島
の
大
和
国
の
風
土
の

内
部
に
お
い
て
存
在
し
得
る
。
（
「
本
居
宣
長
」
小
林
秀
雄
）
宣
長
の
大
著
は
「
古

事
記
伝
」
で
あ
る
が
、
「
古
事
記
」
の
日
本
神
話
の
な
か
で
も
天
照
大
神
が
演
じ

る
天
の
磐
戸
伝
説
は
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
天
照
大
神
（
あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）
、
大
日
雲
貴
霜
お
ひ
る
め
む
ち
）
は
、
伊
井
諾
尊
（
い

ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
の
女
で
あ
り
、
伊
勢
の
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に
祀
ら
れ
る
皇
室

の
祖
先
で
あ
る
。
祭
司
の
長
で
あ
る
天
皇
は
、
天
照
大
神
の
直
系
の
子
孫
で
も
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
神
こ
そ
が
、
仏
教
、
儒
教
か
ら
道
教
に
至
る
ま
で
日
本
的
に
変
形
さ
せ

る
魔
力
を
持
つ
日
本
の
神
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
沈
黙
」
の
な
か
で
背
教
の
神
父
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
後
輩
の
ロ
ド
リ
ゴ
に
向
っ
て

デ
ウ
ス
と
大
日
と
混
同
し
た
日
本
人
は
そ
の
時
か
ら
我
々
の
神
を
彼
等
流
に
屈
折

さ
せ
変
形
さ
せ
、
そ
し
て
別
の
も
の
を
作
り
あ
げ
は
じ
め
た
の
だ
。
言
葉
の
混
乱

が
な
く
な
っ
た
あ
と
も
、
こ
の
屈
折
と
変
化
と
は
ひ
そ
か
に
続
け
ら
れ
、
お
前
が

さ
っ
き
ロ
に
出
し
た
布
教
が
も
っ
と
も
華
や
か
な
時
で
さ
え
も
日
本
人
た
ち
は
基

督
教
の
神
で
は
な
く
、
彼
等
が
屈
折
さ
せ
た
も
の
を
信
じ
て
い
た
の
だ
。

三
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
が
、
日
本
神
話
の
天
の
岩
戸
伝
説
を
経
験
す
る
。
（
天
照

大
神
の
力
を
知
る
）

四
、
孔
子
、
孟
子
、
荘
子
な
ど
中
国
か
ら
来
た
思
想
も
日
本
的
変
形
を
遂
げ
た
。

（
牽
牛
織
女
の
彦
星
と
棚
機
津
女
へ
の
変
形
）

五
、
イ
ン
ド
か
ら
来
た
仏
教
も
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
。
（
本
地
垂
迩
の
説
）

六
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
、
ホ
メ
ロ
ス
作
オ
デ
ュ
ヅ
セ
イ
ア
が
日
本
化
し
て
百
合
若
伝

説
に
な
っ
た
こ
と
。

前
の
祈
祷
文
は
「
松
の
葉
」
（
元
禄
時
代
三
味
線
歌
謡
最
初
の
集
成
書
。
秀
松
軒
編
。

一
七
○
三
年
刊
。
）
に
収
録
さ
れ
、
両
方
共
に
「
全
長
崎
県
歌
謡
集
」
（
円
田
陽
一

編
、
一
九
三
一
年
版
）
に
採
集
さ
れ
て
い
る
が
、
隠
切
支
丹
の
伝
承
歌
と
し
て
は
、
量
ら

そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
く
て
切
支
丹
弾
圧
以
後
の
伝
承
だ
そ
う
で
あ
る
。
す

と
や
日
本
的
精
神
風
土
に
つ
い
て
語
る
ず
っ
と
以
前
に
芥
川
龍
之
介
は
「
神
々
の
微

笑
」
で
同
主
旨
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
み
せ
て
い
る
。

「
煙
草
と
悪
魔
」
で
は
、
湿
度
の
高
い
日
本
的
風
土
の
な
か
で
自
ら
敗
退
し
て
い

く
悪
魔
を
描
い
て
い
て
「
神
々
の
微
笑
」
以
前
に
す
で
に
芥
川
が
日
本
的
風
土
の
特

殊
性
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
芥
川
が
「
神
々
の
微
笑
」
の
テ
ー

マ
を
隠
切
支
丹
の
伝
承
か
ら
思
い
つ
い
た
こ
と
は
可
能
性
と
し
て
あ
り
得
る
。
芥
川

の
長
崎
行
は
、
大
正
八
年
五
月
八
日
か
ら
十
八
日
ま
で
と
、
大
正
十
一
年
四
月
二
十

五
日
か
ら
五
月
三
十
日
ま
で
二
度
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
の
べ
滞
在
日
数
は
四
十

五
日
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
間
長
崎
在
住
の
永
見
徳
太
郎
、
斎
藤
茂
吉
、
渡
辺
庫
輔
、

蒲
原
春
夫
等
と
接
触
し
、
書
画
、
骨
董
を
漁
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
趣
味
を
満
た
し
た
。

（
「
短
編
集
『
西
方
の
人
』
岩
波
書
店
、
昭
五
．
こ
の
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
中

国
陶
製
の
マ
リ
ア
観
音
像
は
、
こ
の
二
度
目
の
長
崎
旅
行
の
時
に
芥
川
が
入
手
し
た

も
の
で
あ
る
）

現
在
残
さ
れ
て
い
る
芥
川
の
手
帳
に
は
次
の
よ
う
な
オ
ラ
シ
ョ
（
祈
顧
文
）
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
後
者
は
「
沈
黙
」
の
本
文
中
に
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

ふ
か

は
く

○
こ
の
身
は
蟻
の
餌
と
も
な
れ
／
汝
を
賭
け
物
に
博
打
た
む
／
び
る
ぜ
ん
・
ま
り

つ
ま

あ
も
見
そ
な
は
せ
／
汝
に
夫
あ
る
は
た
へ
が
た
し
（
船
乗
り
の
ざ
れ
歌
）

○
ま
い
ろ
や
、
ま
い
る
や
。
パ
ラ
イ
ゾ
の
寺
に
ま
い
る
や
。
パ
ラ
イ
ゾ
の
寺
と
は

申
す
れ
ど
。
魔
い
寺
と
は
申
す
れ
ど
。
贋
い
狭
い
は
我
胸
に
あ
り
。
（
浦
上
）

（
「
手
帳
）
川
）
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る
と
「
沈
黙
」
の
作
中
人
物
が
殉
教
の
時
歌
っ
た
「
参
ろ
う
や
、
参
ろ
う
や
／
パ
ラ

イ
ソ
（
天
国
）
の
寺
に
参
ろ
う
や
／
パ
ヲ
イ
ソ
の
寺
と
は
申
す
れ
ど
／
遠
い
寺
と
は

申
す
れ
ど
」
と
い
う
祈
祷
文
は
時
代
的
に
合
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

戦
後
民
俗
学
的
見
地
か
ら
柳
田
国
男
や
折
ロ
信
夫
の
学
問
に
よ
っ
て
日
本
の
神
は
、

再
生
し
た
が
、
そ
れ
以
前
大
正
十
一
年
の
時
点
で
芥
川
が
示
し
た
日
本
の
神
の
特
殊

な
属
性
に
つ
い
て
の
鋭
い
見
解
は
、
そ
の
先
見
性
に
お
い
て
勝
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
方
「
神
々
の
微
笑
」
の
独
自
な
見
解
が
、
学
究
的
と
評
さ
れ
る
芥
川
の
独
自
な
想

像
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
り
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
の
「
神

国
日
本
」
あ
た
り
を
そ
の
発
想
の
根
拠
と
考
え
た
ほ
う
が
無
理
が
な
い
。
「
煙
草
と

悪
魔
」
の
末
尾
に
は
「
松
永
琿
正
を
識
弄
し
た
例
の
果
心
居
士
と
云
ふ
男
は
、
こ
の

悪
魔
だ
と
云
ふ
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ヘ
ル
ン
先
生
が
書
い
て
ゐ

る
か
ら
、
こ
入
に
は
、
御
免
を
譲
る
事
に
し
よ
う
聖
と
い
う
一
節
が
あ
っ
て
、
ハ
ー

ン
の
「
怪
談
」
中
の
一
編
で
あ
る
「
果
心
居
士
」
を
参
照
し
た
こ
と
を
芥
川
自
身
が

披
瀝
し
て
い
る
。
「
煙
草
と
悪
魔
」
は
、
発
想
に
お
い
て
「
神
々
の
微
笑
」
の
先
駆

を
な
す
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
芥
川
作
品
の
構
想
に
ハ
ー
ン
の
日
本
研
究
が

参
画
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
得
る
。
芥
川
は
著
述
に
あ
っ
て
は
比
較
的
初
期
の

頃
か
ら
ハ
ー
ン
に
言
及
し
て
い
る
。

Ｈ
、
「
そ
れ
は
誰
で
も
外
國
人
は
い
つ
か
一
度
は
幻
滅
す
る
ね
。
ヘ
ル
ン
で
も
晩

年
は
さ
う
だ
っ
た
ん
だ
ら
う
巴

（
「
彼
第
二
」
大
正
十
五
・
’
二
・
九
）

こ
い
づ
き
〃
き

て
ん
ぷ
＄
い
＊
○

口
、
誰
か
又
小
泉
八
雲
と
共
に
、
天
風
海
欝
の
蒼
々
浪
々
た
る
の
虚
、
去
っ
て
還

臓
：
い
し
ん
…
；

ら
ざ
る
蓬
英
の
塵
中
櫻
を
歎
く
事
を
な
さ
ん
。

（
「
骨
董
葵
」
大
正
九
・
一
・
二
二
）

こ
い
づ
み
ｆ
も
ひ
と
り

と
か
く

ふ
じ
さ
ん

口
、
小
泉
八
雲
一
人
を
除
け
ば
、
兎
に
角
ロ
テ
ィ
は
不
二
山
や
椿
や
く
べ
・
ニ
ッ

い
ん
ね
ん

ボ
ン
を
着
た
女
と
最
も
因
縁
の
深
い
西
洋
人
で
あ
る
。

（
「
綴
野
人
生
計
事
」
大
正
十
一
－
十
三
）

口
、
小
泉
八
雲
は
人
間
よ
り
も
蝶
に
な
り
た
い
と
云
っ
た
さ
う
で
あ
る
。

（
「
像
儒
の
言
葉
」
補
輯
、
）

ひ
そ

と
ん
に
ち
こ
い
づ
み

国
儀
等
の
風
俗
や
贄
臘
の
中
に
潜
ん
だ
感
情
や
思
鶴
は
今
日
で
も
Ｉ
小
泉

や
〃
’

八
雲
を
出
し
た
く
「
日
で
も
や
は
り
彼
等
に
は
不
可
解
で
あ
る
。

（
「
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
」
二
三
）

尚
、
先
生
は
其
信
念
の
ユ
ウ
ト
ピ
ア
と
し
て
（
先
生
の
師
事
し
た
小
泉
八
雲
氏
の

様
に
）
當
然
愛
撫
の
眼
を
過
去
の
空
に
聾
え
る
不
二
山
と
椿
の
花
と
さ
う
し
て

煎
茶
の
煙
と
に
向
は
し
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
松
浦
氏
の
「
文
學
の
本
質
」
に
就
い
て
、
大
正
五
．
ご

㈲
、
此
の
一
週
間
ば
か
り
に
病
床
に
て
讃
み
し
小
泉
八
雲
氏
の
冒
前
日
田
目
目
届

具
口
庁
国
言
冒
の
二
巻
及
び
皆
）
己
司
：
毬
昌
の
具
勺
○
の
一
旦
一
巻
を
近
來
に

な
い
好
著
と
存
じ
、
邦
人
の
英
文
學
に
親
し
ま
ん
と
す
る
も
の
に
と
り
て
絶
好

の
指
針
た
る
は
元
よ
り
「
怪
談
」
「
心
」
等
を
愛
調
す
る
も
の
に
と
り
て
も
、

●

殆
ど
八
雲
氏
と
膝
を
交
へ
て
そ
の
卓
勵
風
發
を
耳
に
す
る
の
慨
あ
る
所
快
心
極

り
な
か
る
可
く
候
・

（
「
私
の
愛
調
書
」
大
正
八
・
四
）

健
ぢ
い

㈹
、
そ
の
水
の
汪
汪
と
流
れ
る
鍵
に
は
、
ヘ
ル
ン
の
夢
み
た
蓬
芙
の
や
う
に
懐
し

い
日
本
の
島
山
が
あ
る
。

（
「
長
江
勝
記
」
一
一
、
大
正
十
三
・
八
）

伽
、
松
江
は
川
の
多
い
静
か
な
町
で
あ
る
町
は
づ
れ
の
ハ
ァ
ン
先
生
の
家
も
さ
び

し
い（
「
藤
岡
藏
六
宛
書
簡
」
大
正
八
・
十
四
）

㈹
、
荒
川
重
之
助
（
？
）
の
事
蹟
を
知
る
事
は
出
來
な
か
ら
う
か
。
酒
の
み
で
天

才
だ
と
云
ふ
事
だ
け
は
、
君
か
ら
き
い
た
。
あ
れ
と
ヘ
ル
ン
氏
と
を
材
料
に
し

て
出
雲
小
説
を
一
つ
か
き
た
い
。

（
「
恒
藤
恭
宛
書
簡
」
大
正
五
・
三
・
十
一
）
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芥
川
の
作
品
お
よ
び
書
簡
か
ら
ハ
ー
ン
に
言
及
し
た
箇
所
を
引
用
し
て
み
た
が
、

Ｈ
か
ら
㈹
ま
で
は
作
品
か
ら
伽
か
ら
閨
ま
で
は
書
簡
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
芥
川
の

ハ
ー
ン
に
つ
い
て
の
興
味
が
早
く
は
、
大
正
四
年
か
ら
晩
年
の
昭
和
二
年
ま
で
間
断

な
く
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
芥
川
が
ハ
ー
ン
に
最
初
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

伽
～
白
ま
で
の
書
簡
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
大
正
四
年
八
月
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
恒
藤
恭
（
こ
の
頃
は
井
川
恭
）
の
郷
里
松
江
、
出
雲
に
旅
行
し
た
時
か
ら
と
思
え

る
。
こ
の
時
の
旅
行
記
が
「
松
江
印
象
記
」
（
松
陽
新
聞
）
で
あ
る
。

他
の
「
私
の
愛
譲
霄
」
に
よ
れ
ば
、
芥
川
は
ハ
ー
ン
の
主
要
な
作
品
を
読
ん
で
い
る

が
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ｗ
旨
肩
Ｂ
忌
画
号
。
の
。
【
口
前
日
冒
忌

（
「
文
学
の
解
釈
」
評
論
、
ア
ー
ス
キ
ン
編
。
講
義
筆
記
、
’
九
一
五
年
刊
）

臼
言
官
の
ｇ
：
８
ｍ
＆
勺
・
輿
『
】

白
、
ヘ
ル
ン
の
居
を
訪
ふ
條
は
非
常
に
面
白
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
竹
（
殊
に
起
首
）

も
よ
い
僕
も
出
雲
小
品
を
か
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

（
「
恒
藤
恭
宛
書
簡
」
大
正
五
・
九
・
六
）

国
、
就
中
ヘ
ル
ン
先
生
の
大
き
な
本
を
二
冊
調
破
す
る
事
が
出
來
た
の
は
全
く
風

の
お
か
げ
で
す
そ
の
外
厚
い
も
の
で
は
野
里
曝
言
と
云
ふ
荒
唐
無
稽
な
支
那
の

小
説
を
半
分
ば
か
り
よ
み
ま
し
た
。

（
「
小
島
政
二
郎
宛
書
簡
」
大
正
八
・
一
一
・
二
十
三
）

ロ
、
荒
川
の
事
は
ち
よ
い
と
し
た
小
品
に
か
か
う
座

ら
べ
て
賞
ふ
ほ
ど
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
何
二

な
い
か
な
。

ヘ
レ
ン
が
石
地
蔵
を
見
た
話
は
知
っ
て
ゐ
る
。
（

か
ら
な
っ
た
の
だ
。

（
「
恒
藤
恭
宛
書
簡
」
大
正
五
・
三
・
一
一
十
四
）

荒
川
の
事
は
ち
よ
い
と
し
た
小
品
に
か
か
う
と
思
っ
て
ゐ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
し

べ
て
賞
ふ
ほ
ど
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
何
か
あ
の
人
の
事
を
か
い
た
本
は

か
か
う
と
云
ふ
氣
に
は
そ
の
話

は
じ
め

す
で
に
初
期
の
「
煙
草
と
悪
魔
」
に
あ
っ
て
芥
川
は
、
「
水
蒸
氣
の
多
い
春
の
始

で
、
た
な
び
い
た
霞
の
底
か
ら
は
、
遠
く
の
寺
の
鐘
が
、
ぼ
う
ん
と
、
眠
む
さ
う
に
、

響
い
て
来
る
、
」
日
本
的
風
土
に
あ
っ
て
は
悪
魔
も
そ
の
存
在
基
盤
を
失
い
、
心
が

緩
ん
で
し
ま
い
「
善
を
し
よ
う
と
云
う
氣
に
も
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
悪
を
行
は
う

と
云
う
氣
に
も
な
ら
ず
に
し
ま
ふ
巴
と
い
う
特
殊
な
発
想
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
ま
ま
「
神
々
の
微
笑
」
の
主
題
に
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
煙
草
と
悪
魔
」
で
芥
川
は
悪
魔
の
行
方
に
つ
い
て
説
明
し
、

と
ん
り
ふ

し
ば
，
～

ま
つ
な
が

彼
は
、
南
蟹
寺
の
建
立
前
後
、
一
宗
都
に
も
、
屡
々
出
没
し
た
さ
う
で
あ
る
。
松
永

だ
ん
じ
や
う

ぐ
わ
し
ん
と
じ

露
正
を
鰍
弄
し
た
例
の
果
心
居
士
と
云
う
男
は
、
こ
の
悪
魔
だ
と
一
室
ふ
説
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ヘ
ル
ン
先
生
が
書
い
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
山
に
は
、

御
免
を
豪
る
事
に
し
よ
う
。

と
述
べ
て
い
て
、
「
煙
草
と
悪
魔
」
の
発
想
が
ハ
ー
ン
の
著
作
「
怪
談
」
に
拠
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ハ
ー
ン
の
仏
教
研
究
は
、
シ
ヨ
ペ
ン
ハ
ウ
ェ
ル
や
ス
ペ
ン
サ

ー
を
媒
介
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
後
者
の
進
化
論
哲
学
は
ハ
ー
ン
の
思
索
に

関
与
す
る
こ
と
大
で
あ
る
と
い
う
。

「
神
々
の
微
笑
」
の
主
題
に
つ
い
て
、
そ
の
発
想
を
芥
川
が
何
か
ら
得
た
か
と
い

う
こ
と
で
別
に
考
え
ら
れ
る
の
は
ウ
ォ
ル
タ
ア
・
ペ
イ
タ
ア
の
長
編
「
享
楽
主
義
者

マ
リ
ウ
ス
」
で
あ
ろ
う
。
ペ
イ
タ
ア
に
つ
い
て
は
早
く
恒
藤
恭
宛
書
簡
（
大
正
二
・

八
・
十
五
）
で
「
蛙
が
ど
こ
に
で
も
澤
山
ゐ
る
蛇
の
顔
に
盲
目
：
】
口
が
あ
る
と
云

っ
た
の
は
黒
邑
司
『
思
苛
『
だ
が
、
僕
に
は
蛙
の
方
が
更
に
冒
曰
四
ヨ
ミ
が
あ
る
様

（
「
詩
の
鑑
賞
」
ア
ー
ス
キ
ン
編
。
講
義
筆
記
。
’
九
一
六
年
刊
）

ｑ
【
葛
四
画
ｇ
Ｉ
ｍ
Ｓ
『
一
冊
目
□
の
｛
昌
一
冊
ａ
の
｛
『
目
帰
、
厚
ご
用
（
］
ｇ
←
）

（
「
怪
談
」
短
編
日
本
民
話
集
）

口
【
Ｃ
百
３

（
「
心
」
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
集
）
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ペ
イ
タ
ア
の
「
享
楽
主
義
者
マ
リ
ウ
ス
」
が
ハ
イ
ネ
の
「
流
調
の
神
々
」
か
ら
影
響

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

「
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
」
（
日
本
近
代
文
学
館
発
行
）
に
よ
る
と
Ｗ
・
ペ
イ
タ

ァ
の
著
書
は
四
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
冊
が
「
文
藝
復
興
」
（
「
国
吊

幻
自
巴
ｍ
Ｂ
ｐ
８
」
の
←
且
一
冊
ご
凹
耳
四
目
勺
。
①
ご
切
言
の
Ｑ
》
：
ゴ
ロ
目
・
富
四
ｓ
】
‐

菖
目
』
①
届
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
別
に
書
き
込
み
は
な
い
よ
う
で
「
い
づ

れ
も
皆
執
行
猶
豫
中
の
死
刑
囚
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
芥
川
が
「
文
芸
復
興
」
か

ら
引
き
写
し
た
と
論
証
す
る
手
だ
て
は
何
も
な
い
。

ペ
イ
タ
ア
の
「
享
楽
主
義
者
マ
リ
ウ
ス
」
は
、
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
侵
入

に
よ
っ
て
僻
地
に
追
い
や
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
の
神
々
の
物
語
で
あ
り
、
直
接
に
は
芥

川
の
「
神
々
の
微
笑
」
に
は
結
び
つ
か
な
い
が
、
堀
辰
雄
は
ペ
イ
タ
ア
の
こ
の
小
説

を
原
案
に
し
て
「
万
葉
小
説
」
の
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ン
は
松
江
で
「
古
い
日
本
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
道
に
つ
い
て
の
興
味

を
持
ち
、
彼
自
身
は
精
神
の
安
定
を
得
た
が
、
し
か
し
一
方
晩
年
の
彼
は
自
分
の
愛

す
る
「
古
い
日
本
」
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
に
よ
っ
て
脱
皮
し
つ
つ
あ
っ
た

「
新
し
い
日
本
」
に
よ
っ
て
滅
び
去
る
こ
と
を
予
測
し
悲
観
的
で
あ
っ
た
。
芥
川
は

こ
う
し
た
晩
年
の
ハ
ー
ン
の
状
態
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
。
前
記
Ｈ
お
よ
び
口
の
引

用
は
い
ず
れ
も
近
代
化
に
よ
っ
て
日
本
古
代
の
宗
教
観
が
日
本
人
の
意
識
か
ら
離
れ

な
氣
が
す
る
」
と
言
及
し
、
晩
年
の
「
文
藝
的
な
、
除
り
に
文
藝
的
な
」
（
三
十
六
）

で
も
「
い
づ
れ
も
皆
執
行
猶
豫
中
の
死
刑
囚
で
あ
る
」
と
い
う
「
文
芸
復
興
か
ら
の

引
用
も
あ
る
。

西
洋
は
ｌ
最
も
西
洋
的
な
ギ
リ
シ
ア
は
現
在
で
も
東
洋
と
握
手
し
て
ゐ
な
い
。

ろ
た
く

か
た

ハ
イ
・
不
は
「
流
調
の
神
々
」
の
中
に
十
字
架
に
逐
は
れ
た
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
片

い
な
か

田
全
巨
に
住
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
書
い
た
。

（
「
文
藝
的
な
、
除
り
に
文
藝
的
な
」
三
十
一
）

「
享
楽
主
義
者
マ
リ
ウ
ス
」
も
堀
辰
雄
が
構
想
し
た
万
葉
小
説
も
、
い
ず
れ
も
新
し

い
神
の
前
に
敗
退
す
る
流
調
の
神
々
の
話
で
あ
り
、
ハ
ー
ン
も
ま
た
松
江
や
出
雲
で

見
た
「
古
い
日
本
」
が
「
新
し
い
日
本
」
に
よ
っ
て
消
え
去
る
こ
と
を
予
測
し
て
い

た
。以
上
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
と
「
神
々
の
微
笑
」
の
構
造
は
か
な
り
特
異
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
芥
川
が
示
し
た
こ
の
思
想
対
話
小
説
は
、
外
来
の
神
が

日
本
固
有
の
神
々
の
前
に
屈
服
す
る
と
い
う
独
自
の
展
開
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
侵
入
す
る
新
し
い
神
、
す
な
わ
ち
中
国
か
ら
来
た
道
教
や
儒
教
、
イ
ン
ド
か
ら

来
た
仏
教
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
キ
リ
ス
ト
教
も
土
着
の
古
い
日
本
の

神
、
神
道
の
前
に
敗
北
す
る
こ
と
を

デ
ウ
ス

電
懲
ひ
ろ
め
：

泥
鳥
須
が
勝
つ
か
、
大
日
篝
が
勝
つ
か
ｌ

そ
れ
は
ま
だ
現
在
で
も
、
容
易
に
断
定
は
出
來
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

と
い
う
表
現
で
芥
川
は
象
徴
的
に
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
神
々
の
微
笑
」
の

つ
つ
あ
る
の
を
嘆
く
ハ
ー
ン
の
気
持
を
芥
川
が
付
度
し
た
も
の
で
あ
る
。

堀
辰
雄
が
構
想
し
た
万
葉
小
説
は
「
神
々
の
微
笑
」
の
延
長
上
に
位
置
す
る
も
の

だ
が
、
そ
の
構
想
に
関
与
し
て
い
る
も
の
に
「
古
代
研
究
」
（
折
ロ
信
夫
）
「
享
楽

主
義
者
マ
リ
ウ
ス
」
（
ペ
イ
タ
ア
）
「
流
鏑
の
神
々
」
（
ハ
イ
ネ
）
等
が
考
え
ら
れ

る
。日
本
に
佛
教
が
渡
來
し
て
き
て
、
そ
の
新
ら
し
い
宗
教
に
次
第
に
追
ひ
や
ら
れ
な

が
ら
、
遠
い
田
舎
の
は
う
へ
と
流
浪
の
旅
を
つ
づ
け
出
す
、
古
代
の
小
さ
な
神
々ろた
く

の
佗
び
し
い
う
し
ろ
姿
を
一
つ
の
物
塞
瞑
に
し
て
描
い
て
み
た
い
。
そ
れ
ら
の
流
鏑

の
神
々
に
い
た
く
同
情
し
、
彼
等
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
も
、
新
ら
し
い
信
仰

に
目
ざ
め
て
ゆ
く
若
い
貴
族
を
ひ
と
り
見
つ
け
て
き
て
、
そ
れ
を
そ
の
小
説
の
主

人
公
に
す
る
の
だ
。

（
「
大
和
路
」
十
月
二
十
六
日
）
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根
底
を
な
す
思
想
に
つ
い
て
芥
川
が
何
に
よ
っ
て
示
唆
を
得
た
か
明
ら
か
に
は
認
定

し
難
い
が
、
た
だ
結
果
的
に
は
、
芥
川
龍
之
介
も
ま
た
我
々
と
同
じ
情
緒
的
な
日
本

人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
イ
ネ
の
「
精
霊
物
語
」
や
「
流
刑
の
神
々
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
支
配
に
よ
っ
て

田
舎
に
追
い
や
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
話
で
あ
る
が
、
柳
田
国
男
は
ハ
イ
ネ
の

「
流
刑
の
神
々
」
を
読
ん
で
民
俗
学
に
発
想
を
得
た
と
言
っ
て
い
る
（
「
不
幸
な
る

芸
術
」
「
青
年
と
学
問
」
）
。
す
る
と
芥
川
も
ま
た
ペ
イ
タ
ー
の
影
響
な
し
に
ハ
イ

ネ
か
ら
あ
る
い
は
、
ハ
イ
ネ
を
媒
介
と
す
る
柳
田
国
男
か
ら
発
想
を
得
て
「
神
々
の

微
笑
」
を
創
作
し
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
ミ
イ
タ
ー
が
「
享
楽
主
義
者
マ
リ
ウ
ス
」

を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
ハ
イ
ネ
の
「
流
刑
の
神
々
」
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
ど
う

か
詳
ら
か
で
は
な
い
）

「
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
」
（
日
本
近
代
文
学
館
）
に
は
ハ
イ
ネ
の
前
記
二
冊
は

収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
柳
田
国
男
の
著
述
か
ら
の
影
響
と
い
う
考
え
も
否
定
で
き

な
い
。
芥
川
は
晩
年
自
己
を
河
童
に
擬
え
て
自
虐
的
な
自
画
像
を
残
し
た
が
、
こ
れ

な
ど
明
ら
か
に
柳
田
国
男
か
ら
の
影
響
で
あ
る
（
七
月
二
十
四
日
の
芥
川
の
命
日
を

「
河
童
忌
」
と
い
う
）
。
「
流
刑
の
神
々
」
か
ら
影
響
さ
れ
た
柳
田
国
男
の
口
承
文

芸
研
究
に
は
、
流
鏑
の
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
を
求
め
る
ハ
イ
ネ
の
発
想
が
あ
る
。
芥
川

が
ハ
イ
ネ
を
読
ん
だ
の
は
比
較
的
早
く
す
で
に
十
代
の
頃
で
あ
る
。

と
や
ま
ば
ら
し
ゃ
く
や

い
｜
【
山
の
原
に
近
い
借
家
の
二
階
に
「
赤
光
」
の
一
巻
を
讃
ま
な
か
っ
た
と
す
れ

い
ま
み
み
づ
く

さ

ば
、
僕
は
未
だ
に
耳
木
兎
の
や
う
に
、
大
い
な
る
詩
歌
の
日
の
光
を
か
い
間
見

る
こ
と
さ
へ
出
來
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
ハ
イ
ネ
、
ヴ
ェ
ル
レ
ェ
ン
、
ホ
イ
ッ

こ
う
零
つ

ト
マ
ン
、
ｌ
き
う
云
ふ
紅
毛
の
譲
人
の
藷
憲
手
あ
た
り
次
蕊
讃
ん
だ
の
も
そ

の
頃
で
あ
る
。
（
「
僻
見
」
｜
）

。
し
か
し
今
に
な
っ
て
者
へ
て
見
る
と
、
最
も
内
心
に
愛
し
て
ゐ
た
の
は
詩
人
兼

ユ
ダ
ヤ

ジ
ャ
ァ
ナ
リ
ス
ト
の
猶
太
人
ｌ
わ
が
ハ
イ
ン
リ
ッ
ビ
・
ハ
イ
ネ
だ
っ
た
．

（
「
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
」
三
）
．

芥
川
家
が
、
新
宿
区
戸
山
の
借
家
に
移
り
住
ん
だ
の
は
明
治
四
十
一
一
一
年
か
ら
大
正
三

年
十
月
ま
で
で
、
こ
の
時
芥
川
は
十
九
歳
で
あ
っ
た
か
ら
Ｈ
の
ハ
イ
ネ
を
愛
読
し
た

の
が
十
代
の
頃
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ロ
ロ
四
は
そ
れ
ぞ
れ
「
文
藝
的
な
、

餘
り
に
文
藝
的
な
」
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
が
、
口
の
記
述
は
ど
の
程
度
ま
で
信
じ

ら
れ
る
か
、
に
わ
か
に
は
断
定
し
難
い
。
四
で
部
分
的
に
・
引
用
し
た
「
四
十
文
芸

上
の
極
北
」
（
「
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
」
）
で
も
わ
か
る
よ
う
に
ハ
イ
ネ

に
つ
い
て
の
全
般
的
な
理
解
は
広
く
は
な
い
が
、
そ
の
文
学
の
本
質
に
つ
い
て
芥
川

は
よ
く
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ロ
は
「
流
調
の
神
々
」
を
読
ん
だ
こ
と
の
指

摘
で
あ
る
が
、
「
流
調
の
神
々
」
は
禽
国
９
ヶ
□
の
『
口
８
円
轡
（
「
歌
の
本
」
）

の
中
の
一
章
「
北
海
」
の
な
か
の
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
こ
と
で
あ
る
。
芥
川
が

□
最
も
西
洋
的
な
ギ
リ
シ
ア
は
現
在
で
は
東
洋
と
握
手
し
て
ゐ
な
い
。
ハ
イ
ネ
は

る
た
く

か
た

「
流
鏑
の
神
々
」
の
中
に
十
字
架
に
逐
は
れ
た
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
西
洋
の
片

ゐ
な
か

田
全
目
に
住
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
書
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
片
田
全
ロ
に
も
し
ろ
、

と
か
く

兎
に
角
西
洋
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
「
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
」
三
十
一
）

口
ハ
イ
ネ
は
ゲ
ェ
テ
の
詩
の
前
に
正
直
に
頭
を
垂
れ
て
ゐ
る
・
が
、
餓
職
罫
感
し

た
ゲ
ェ
テ
の
僕
等
を
行
動
に
謡
り
や
ら
な
い
こ
と
垣
瀞
騨
の
不
平
を
洩
ら
し
て

ゐ
る
。
こ
れ
は
軍
に
ハ
イ
ネ
の
気
も
ち
と
手
輕
に
見
て
通
る
こ
と
の
出
來
る
も

の
で
は
な
い
。
ハ
イ
ネ
は
こ
の
「
ド
イ
ツ
、
ロ
マ
ン
主
義
運
動
」
の
一
節
の
慨

ぽ
た
い

に
藝
術
の
母
胎
へ
肉
迫
し
て
ゐ
る
。

（
「
文
藝
的
な
、
餘
り
に
文
藝
的
な
」
四
十
）

い
た
づ
ぜ
う
ぜ
つ
そ
よ

国
ハ
イ
ネ
は
徒
ら
な
る
饒
舌
を
「
舌
の
戦
ぎ
」
と
形
容
し
た
。
（
「
寄
席
」
）

尚
朗
調
中
少
女
の
顔
を
見
て
ど
ぎ
ま
ぎ
す
。

（
閉
一
口
の
》
旨
・
句
８
冊
ミ
ュ
ー
目
函
）

（
「
手
帳
」
三
）
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芥
川
龍
之
介
が
い
つ
頃
柳
田
国
男
と
面
識
を
得
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
接
触

の
時
期
は
芥
川
が
河
童
に
興
味
を
持
っ
た
時
期
と
重
な
る
で
あ
ろ
う
。
ハ
イ
ネ
の

「
流
刑
の
神
々
」
の
愛
読
、
柳
田
国
男
の
民
俗
学
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

「
神
々
の
微
笑
」
の
主
題
は
必
然
的
に
芥
川
の
内
部
か
ら
生
じ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
芥
川
か
ら
柳
田
宛
書
簡
は
二
通
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
付
け
は

「
大
正
十
五
年
十
一
一
月
一
一
日
」
「
昭
和
二
年
六
月
十
日
」
で
あ
り
、
二
人
の
交
友
が

泉
鏡
花
を
介
し
て
、
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
伺
え
る
。
ま
た
芥
川

は
昭
和
一
一
年
五
月
三
十
日
の
星
ケ
岡
茶
寮
で
の
文
芸
春
秋
座
談
会
「
柳
田
国
男
、
尾

独
文
で
ハ
イ
ネ
を
読
ん
だ
可
能
性
は
な
く
、
英
文
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
㈲
の
芥
川

の
手
帳
に
記
さ
れ
た
。
田
息
琶
》
勺
８
ｍ
の
三
日
旨
い
轡
か
ら
類
推
し
て
国
巨
８

号
『
口
の
８
，
を
読
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
。

芥
川
が
ハ
イ
ネ
の
著
書
か
ら
示
唆
を
受
け
た
と
考
え
る
よ
り
、
ハ
イ
ネ
の
「
流
刑

の
神
々
」
か
ら
影
響
さ
れ
て
日
本
民
族
学
に
発
想
を
得
た
柳
田
国
男
か
ら
の
間
接
の

感
化
を
考
え
た
方
が
現
実
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
芥
川
が
柳
田
国
男
に
つ
い
て

言
及
し
た
の
は
数
は
多
く
な
い
が
、
芥
川
は
柳
田
と
直
接
に
面
識
が
あ
っ
た
か
ら
直

話
に
よ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

側
何
に
し
る
河
童
の
強
敵
に
獺
の
ゐ
る
な
ど
と
云
ふ
こ
と
は
「
漉
藤
都
噸
］
の
著

さ
ん
た
う
み
ん
た
ん
し
ふ
や
な
ぎ
軒
に
巻

者
は
勿
論
、
「
山
島
民
諏
集
」
の
著
者
柳
田
國
男
さ
ん
さ
へ
知
ら
ず
に
ゐ
た
ら

し
い
新
車
賞
で
す
か
ら
。

（
「
河
童
」
九
）

肋
雌
藪
の
考
證
嘆
鰄
醍
聾
蕊
氏
の
鵬
離
鴎
撫
卿
曄
霊
し
て
ゐ
る
・
今
雑
筆
」
水
怪
）

何
早
川
氏
の
「
一
一
一
州
横
山
話
」
は
柳
田
國
男
氏
の
「
鑿
輌
蹴
鐘
践
以
来
、
最
も
興

味
の
あ
る
傳
説
集
で
あ
ら
う
。

⑥
い
つ
ぞ
や
は
柳
田
さ
ん
の
本
の
目
録
を
難
有
う
存
じ
ま
す
。

（
「
濱
野
英
二
宛
書
簡
」
大
正
十
四
、
十
一
一
、
六
）

す
で
に
早
く
か
ら
芥
川
は
、
「
神
々
の
微
笑
」
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
思
想
的
主
題
に
あ
わ
せ
て
ド
イ
ツ
の
写
実
主
義
作
家
ヘ
ッ
ベ
ル
の
「
ユ
ー
デ
イ
ト
」

を
読
ん
だ
時
、
こ
の
聖
書
外
伝
に
材
を
得
た
ヘ
ッ
ベ
ル
の
最
初
の
戯
曲
が
強
く
芥
川

の
心
を
捉
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
こ
の
頃
の
芥
川
の
文
学
的
野
心
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
倫
盗
」
「
地
獄
変
」

「
奉
教
人
の
死
」
「
邪
宗
門
」
等
の
対
立
抗
争
を
主
題
と
す
る
劇
的
作
品
群
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
「
ユ
ー
デ
イ
ト
」
の
対
立
抗
争
の
主
旨
が
何
ら
か
の
形
で
芥
川
の
文
学
的

構
想
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
結
果
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
し
か
し
本
来
の

主
題
で
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
外
國
の
神
と
日
本
の
神
と
の
克
服
し
あ
ひ
」
と
い
う

本
格
的
思
想
小
説
は
「
神
々
の
微
笑
」
だ
け
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
作
品
は
日

本
的
杼
情
の
内
部
に
抗
争
の
主
題
そ
の
も
の
が
消
失
し
て
し
ま
っ
て
、
作
品
そ
の
も

の
も
力
強
い
も
の
で
は
な
い
。
抗
争
の
主
題
は
他
の
作
品
の
内
部
に
消
化
さ
れ
、

佐
竹
猛
」
に
文
芸
春
秋
側
か
ら
出
席
し
て
対
談
し
て
い
る
。
し
か
し
柳
田
国
男
と
の

接
触
は
多
く
、
妖
怪
や
怪
鬼
を
好
む
芥
川
の
趣
味
が
、
河
童
に
代
表
さ
れ
る
題
材
を

求
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
「
神
々
の
微
笑
」
の
主
題
や
構
成
に
直
接
関
係
を

持
っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｈ
僕
は
三
部
作
を
計
謡
中
だ
始
め
は
奈
良
朝
中
途
は
戦
國
時
代
の
末
、
お
し
ま
ひ
は

維
新
前
後
だ
中
心
は
外
国
の
神
と
日
本
の
神
と
の
克
服
し
あ
ひ
に
あ
る
（
「
松

岡
譲
宛
書
簡
」
大
正
六
・
五
・
七
）

ロ
僕
は
今
日
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト
を
よ
ん
だ
い
や
今
も
よ
み
つ
つ
あ
る
さ
う
し
て
恐
ろ

し
い
感
激
に
打
た
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
壯
大
な
力
は
ど
う
だ
僕
は
何
ん
と
も
云
ふ

こ
と
ば
出
來
な
い
あ
の
基
督
教
と
異
教
と
の
峻
辣
を
極
め
た
對
立
の
中
に
粛
々

と
し
て
動
い
て
ゐ
る
恐
ろ
し
い
運
命
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
時
一
た
ま
り
も
な
く

僕
は
掃
蕩
さ
れ
て
し
ま
ふ

（
「
松
岡
譲
宛
書
簡
」
大
正
七
・
二
・
五
）
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ヨ
ー
デ
イ
ト
」
の
本
来
の
主
題
は
、
「
神
々
の
微
笑
」
の
日
本
的
杼
惰
性
の
内
部

に
消
え
去
っ
た
と
い
え
よ
う
。
外
国
の
神
の
確
固
と
し
た
抗
争
の
姿
勢
が
、
日
本
の

神
の
杼
情
の
内
部
に
消
失
し
て
し
ま
う
と
い
う
「
神
々
の
微
笑
」
本
来
の
最
終
的
主

題
に
つ
い
て
芥
川
が
何
か
ら
示
唆
さ
れ
た
か
不
明
の
部
分
も
残
る
。

先
に
取
り
上
げ
た
松
岡
護
宛
書
簡
（
大
正
七
・
二
・
五
）
で
芥
川
は
続
け
て
二
時

も
早
く
頭
の
中
に
持
っ
て
ゐ
る
『
阿
闇
世
主
』
を
書
き
た
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い

る
が
、
「
阿
闇
世
主
」
に
つ
い
て
芥
川
が
何
か
を
残
し
た
形
跡
は
な
い
。
阿
閣
世
主

び
ん
ぱ
し
や
ら

滝
い
ぼ
だ
っ
た

は
「
中
イ
ン
ド
、
マ
カ
ダ
国
の
王
頻
婆
娑
羅
の
子
。
釈
尊
の
法
敵
提
婆
達
多
に
そ
そ
の

か
さ
れ
、
父
王
を
殺
し
母
后
を
幽
閉
し
て
即
位
し
た
が
、
後
、
釈
尊
の
教
化
に
よ
っ

て
戯
悔
し
、
仏
教
の
保
護
者
と
な
っ
た
巴
（
広
辞
苑
）
と
あ
る
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教

で
い
う
パ
ウ
ロ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

芥
川
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ッ
ベ
ル
の
戯
曲
「
ユ
ー
デ
イ
ト
」
を
読
ん
で
感
激
し

て
、
ヘ
ッ
ベ
ル
が
聖
書
外
伝
か
ら
想
を
得
て
創
作
し
た
対
立
抗
争
の
主
題
を
仏
教
創

成
期
に
移
し
て
構
想
を
練
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
果
的
に
は
原

始
仏
教
の
こ
ろ
の
挿
話
は
、
他
の
作
品
に
部
分
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

ま
と
３
や
彊

堤
ん
そ
ん
塊

り
。
：
や
ぼ
さ
つ

大
幻
術
の
摩
登
伽
女
に
は
、
阿
難
尊
者
さ
へ
迷
は
せ
ら
れ
た
。
龍
樹
菩
薩
も
在
俗

い
す

お
ん
ざ
や
う

の
時
に
は
、
王
宮
の
美
人
を
楡
む
為
に
、
隠
形
の
術
を
修
せ
ら
れ
た
さ
う
ぢ
や
。

（
「
俊
寛
」
四
）

唯
一
の
例
外
は
「
邪
宗
門
」
で
あ
る
。
「
邪
宗
門
」
は
時
期
的
に
も
「
地
獄
変
」
の

数
ケ
月
後
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
書
き
だ
し
は
「
地
獄
変
」
の
続
編
の
形
を
と
っ
て

い
る
が
、
物
語
そ
の
も
の
は
別
の
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
「
地
獄
変
」
が
堀
川
の
大

殿
の
話
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
邪
宗
門
」
は
、
堀
川
の
若
殿
が
主
役
を
演
じ
て
い

ま
り
し
の
ほ
ふ
し

そ
う
づ

る
。
異
形
の
沙
門
摩
利
信
乃
法
師
と
の
対
決
に
横
川
僧
都
が
敗
北
し
、
堀
川
の
若
殿

は
日
本
の
伝
統
た
る
優
雅
の
化
身
と
し
て
摩
利
信
乃
法
師
と
対
決
す
る
と
こ
ろ
で
作

品
は
中
断
す
る
。
「
邪
宗
門
」
で
芥
川
が
意
図
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
異
国
の
宗
教

ひ
ま

ゑ
が
．

〈
「
は
多
少
の
閑
の
あ
る
為
に
も
う
一
度
わ
た
し
の
ク
リ
ス
ト
を
描
き
加
へ
た
い
と

思
っ
て
ゐ
る
。
（
「
縞
西
方
の
人
」
１
）

し
か
し
一
方
芥
川
は
、
自
己
を
仮
託
す
る
た
め
キ
リ
ス
ト
伝
を
残
し
た
の
で
は
な
い
。

彼
の
意
思
は
徹
頭
徹
尾
作
品
の
完
壁
さ
を
求
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
結
果
が
彼

の
意
思
を
裏
切
っ
て
「
西
方
の
人
」
を
破
綻
の
多
い
作
品
と
し
て
し
ま
っ
た
。
故
に

「
西
方
の
人
」
は
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
文
藝
的
な
、
除
り
に
文
藝
的
な
」
と
の
間

（
お
そ
ら
く
時
代
的
に
景
教
で
あ
ろ
う
）
に
対
決
す
る
日
本
的
伝
統
美
と
い
う
図
式

で
あ
る
が
、
主
題
と
し
て
は
ヘ
ッ
ベ
ル
の
「
ユ
ー
デ
イ
ト
」
と
同
じ
く
す
る
面
が
見

ら
れ
る
。

「
ユ
ー
デ
イ
ト
」
の
雄
大
な
構
想
、
主
題
は
「
邪
宗
門
」
の
内
部
に
不
完
全
な
形

で
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
「
邪
宗
門
」
が
作
品
と
し
て
結
実
し
な
か
っ
た
の
は
芥
川

の
作
家
的
手
腕
の
不
足
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
想
の
特
異
さ
は
他
の
芥
川
作
品

に
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
異
国
の
神
と
対
決
す
る
日
本
の
神
と
い
う
主
題
を
芥

川
は
、
い
く
つ
か
の
作
品
か
ら
示
唆
さ
れ
な
が
ら
得
た
わ
け
だ
が
、
作
品
と
し
て
は

「
神
々
の
微
笑
」
と
い
う
軽
い
思
想
的
対
話
小
説
一
編
を
得
た
に
す
ぎ
な
い
。

三
、
「
西
方
の
人
」

「
西
方
の
人
」
は
芥
川
龍
之
介
の
文
学
活
動
の
最
後
の
到
達
点
を
示
す
ば
か
り
で

な
く
、
芥
川
文
学
の
総
決
算
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
「
西
方
の
人
」
が
キ
リ

ス
ト
伝
の
形
式
を
と
り
な
が
ら
も
、
芥
川
自
身
の
自
画
像
の
色
彩
が
強
い
こ
と
に
つ

い
て
は
諸
家
も
指
摘
し
、
ま
た
芥
川
自
身
作
品
内
部
で
示
唆
し
て
い
る
と
お
り
で
あ

る
。日
本
に
生
ま
れ
た
「
わ
た
し
の
ク
リ
ス
ト
」
噂
螺
畷
も
ガ
リ
ラ
ヤ
の
湖
を
眺
め
て

ゐ
な
い
。
赤
あ
か
と
賞
の
っ
た
柿
の
木
の
下
に
長
崎
の
入
江
も
見
え
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
（
「
西
方
の
人
」
１
）

4８



小澤：芥川龍之介「神々の微笑」と「西方の人」
に
も
実
作
と
理
論
と
の
き
製
を
生
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
が
晩
年
の
芥
川
を
矛

盾
に
満
ち
た
存
在
と
し
て
今
日
の
我
々
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
芥
Ⅲ

し
ょ
せ
ん

自
身
こ
の
間
の
機
微
に
つ
い
て
「
創
作
は
常
に
冒
険
で
あ
る
。
所
詮
は
人
力
を
蓋
し

ま

た
後
、
天
〈
叩
に
委
か
せ
る
よ
り
仕
方
は
な
い
」
（
「
徐
儒
の
言
葉
」
創
作
）
と
言
っ

て
お
り
、
誰
よ
り
も
創
作
の
持
つ
理
論
と
夷
作
と
の
関
係
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

「
西
方
の
人
」
執
筆
に
際
し
て
芥
川
は
、
聖
書
の
記
述
を
意
識
的
に
離
れ
る
意
思

は
最
後
ま
で
持
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
窓
意
的
な
歪
曲
に
よ
り
あ
る

い
は
無
意
識
裡
の
単
純
な
誤
解
に
よ
り
独
自
の
キ
リ
ス
ト
像
を
作
り
あ
げ
た
。
結
果

的
に
は
福
音
書
の
記
述
を
離
れ
た
「
西
方
の
人
」
の
内
部
に
さ
ら
に
考
え
る
余
地
が

残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
芥
川
は
聖
書
が
持
っ
て
い
る
原
罪
論
、
聖
霊
論
、

福
音
論
、
和
解
論
、
復
活
論
等
の
論
点
の
う
ち
で
聖
霊
論
、
復
活
論
だ
け
を
特
に
注

目
し
た
。
（
椿
本
昌
夫
「
西
方
の
人
」
冠
６

芥
川
の
思
考
は
、
聖
書
の
記
述
の
う
ち
で
問
題
視
さ
れ
る
聖
霊
を
捉
え
、
復
活
の

意
味
を
考
え
最
終
的
に
キ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
の
「
詩
的
正
義
」
の
問
題
に
ま
で
一
挙

に
論
を
展
開
す
る
（
躯
復
活
）

芥
川
が
取
り
あ
げ
た
以
上
の
論
点
は
、
聖
書
の
主
旨
と
は
必
ず
し
も
重
な
ら
な
い

部
分
の
方
が
大
き
い
と
思
え
る
が
、
両
者
の
記
述
の
乖
離
の
内
部
に
芥
川
の
思
考
の

限
界
と
独
自
性
も
ま
た
見
い
だ
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
慎
重
に
検
討
す
る
た
め

「
弱
復
活
」
の
全
文
を
引
用
す
る
。

ル
ナ
ン
は
ク
リ
ス
ト
の
復
活
を
見
た
の
を
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
マ
リ
ア
の
想
塚
刀
の
為
に
し
た
。

震
力
の
為
に
－
し
か
し
彼
女
の
想
爆
力
に
飛
露
遙
與
へ
た
も
の
は
ク
リ
ス
ト
で
あ
る
・

彼
女
の
子
供
を
失
っ
た
母
感
度
た
び
彼
の
復
活
患
ｌ
彼
の
何
か
に
生
ま
れ
鍵
つ

だ
い
み
よ
う

た
の
を
見
て
ゐ
る
。
彼
は
或
は
大
名
に
な
っ
た
り
、
或
は
池
の
上
の
鴨
に
な
っ
た

れ
ん
げ

ぽ
か

り
、
或
は
又
蓮
華
に
な
っ
た
り
し
た
。
け
れ
ど
も
ク
リ
ス
ト
は
マ
リ
ア
の
外
に
も

死
後
の
彼
自
身
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
實
は
ク
リ
ス
ト
を
愛
し
た
人
々
の
ど
の

「
躯
復
活
」
の
部
分
は
、
明
ら
か
に
芥
川
が
パ
ウ
ロ
に
よ
る
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
前

の
書
、
第
一
五
章
」
を
芥
川
流
に
言
い
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
要
旨
は
、
キ

リ
ス
ト
の
復
活
は
信
じ
ら
れ
て
も
扉
復
活
に
対
し
て
は
懐
疑
的
な
後
に
続
く
一
般
の

信
者
達
に
解
答
を
与
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
（
一
節
～
一
一
節
）
す
な
わ
ち
キ
リ

ス
ト
の
復
活
を
信
じ
る
こ
と
は
、
即
信
者
達
の
復
活
を
信
ず
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
り

（
一
一
一
節
～
一
一
一
四
節
）
、
復
活
し
た
肉
体
と
霊
魂
の
関
係
（
三
五
節
～
四
九
節
）
、

み
つ
か
の
ち

位
多
か
つ
た
か
を
現
す
も
の
で
あ
ら
う
。
彼
は
一
二
日
の
後
に
復
活
し
た
。
が
、
肉

ね
ん
げ
つ

題
を
失
っ
た
彼
の
世
界
中
を
動
か
す
に
は
更
に
長
い
年
口
同
を
必
要
と
し
た
。
そ
の

為
に
最
も
力
の
あ
っ
た
の
は
ク
リ
ス
ト
の
天
才
を
全
身
に
感
じ
た
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ス

ト
の
パ
ウ
ロ
で
あ
る
。
ク
リ
ス
ト
を
十
字
架
に
か
け
た
彼
等
は
何
世
紀
か
の
流
れ

去
る
の
に
つ
れ
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
の
復
活
を
認
め
る
や
う
に
ク
リ
ス
ト
の
復
活
を

ろ
て
ん
け
み

認
め
出
し
た
。
が
、
死
後
の
ク
リ
ス
ト
も
）
流
縛
を
閲
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
支
配
す
る
流
行
は
や
は
り
ク
リ
ス
ト
も
支
配
し
て
行
っ
た
。
ク

た
ふ
と

一
フ
ラ
の
愛
し
た
ク
リ
ス
ト
は
パ
ス
カ
ル
の
尊
ん
だ
ク
リ
ス
ト
で
は
な
い
。
が
、
ク

の
ち

リ
ス
ト
の
復
活
し
た
篭
犬
た
ち
の
彼
蓬
偶
像
と
す
る
こ
と
は
、
ｌ
そ
の
又
ク

の
ち

リ
ス
ト
ー
の
名
の
も
と
に
横
暴
を
振
ふ
こ
と
は
鍵
ら
な
か
っ
た
。
ク
リ
ス
ト
の
後
に

生
れ
た
ク
リ
ス
ト
た
ち
の
彼
の
敵
に
な
っ
た
の
は
こ
の
為
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等

も
同
じ
や
う
に
ダ
マ
ス
カ
ス
ヘ
向
ふ
途
の
上
に
必
ず
彼
等
の
敵
の
中
に
聖
霊
を
見

ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
サ
ウ
ロ
よ
、
サ
ウ
ロ
よ
、
何
の
為
に
わ
た
し
を
苦

と
げ

．
た
や
す

し
め
る
の
か
。
。
疎
の
あ
る
鞭
を
蹴
る
こ
と
は
決
し
て
手
易
い
も
の
で
は
な
い
匹
我

ぼ
う
Ｊ
１

に
ち
ず
「

々
は
唯
花
々
と
し
た
人
生
の
中
に
佇
ん
で
ゐ
る
。
我
々
に
平
和
を
輿
へ
る
Ｊ
⑧
の
は

．
ほ
か
わ
け

眠
り
の
外
に
あ
る
訳
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
自
然
主
義
者
は
外
科
醤
の
や
う
に
残
酷

に
こ
の
事
実
を
解
剖
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
聖
露
の
子
供
た
ち
は
い
つ
も
か
う
云
ふ

人
生
の
上
に
何
か
美
し
い
も
の
を
残
し
て
行
っ
た
。
何
か
「
永
遠
に
超
え
よ
う
と

す
る
も
の
」
を
。
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霊
に
よ
っ
て
肉
体
が
復
活
し
た
時
、
そ
れ
は
復
活
の
キ
リ
ス
ト
の
信
徒
に
対
す
る
勝

利
を
意
味
す
る
（
五
○
節
～
五
八
節
）
、

パ
ウ
ロ
に
よ
れ
ば
、
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
信
徒
の

信
仰
で
あ
る
。

６
よ
み
が
た
哀

江
ん
ぢ
し
ん
か
う
む
な

液
ん
菅
ｂ

「
若
し
キ
リ
ス
ト
甦
へ
り
給
は
ざ
り
し
な
ら
ば
、
汝
ら
の
信
仰
は
空
し
く
、
汝
等
な

つ
み
を

ほ
罪
に
居
ら
ん
」
（
第
一
五
章
一
七
節
）
、
こ
の
場
〈
ロ
の
信
仰
を
芥
川
は
「
想
像
力
」

に
置
き
換
え
た
の
で
あ
る
。

「
ル
ナ
ン
は
ク
リ
ス
ト
の
復
活
を
見
た
の
を
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
マ
リ
ア
の
想
像
力
の
為

に
し
た
巴
と
あ
る
よ
う
に
こ
の
言
い
換
え
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
ル
ナ
ン
の
「
イ

エ
ス
博
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
パ
ウ
ロ
の
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
前
の
書
」
よ
り
も
ル
ナ

ン
の
「
イ
エ
ス
傳
」
の
方
が
芥
川
に
と
っ
て
身
近
か
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
芥
川
が
「
信
仰
」
の
代
わ
り
に
「
想
像
力
」
を
持
っ
て
き
た
の
は
、
結
局
芥
川

に
と
っ
て
聖
書
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
聖
竪
の
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
む
ろ
ん
聖
書
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
理
解
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
肉
体
で
感
じ

る
も
の
で
あ
る
。
ル
ナ
ン
は
「
イ
エ
ス
傳
」
（
第
二
十
六
章
）
で
「
我
々
は
、
使
徒

た
ち
の
歴
史
を
論
ず
る
と
き
に
こ
そ
こ
の
黙
を
吟
味
し
、
復
活
に
関
す
る
傳
説
の
起

原
を
尋
ね
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
続
け
て
「
そ
の
を
り
、
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
の
強
い
想
像
力
が
、
主
役
を
演
じ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

ル
ナ
ン
の
「
イ
エ
ス
博
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
正
統
的
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て

は
異
端
の
欝
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
想
像
力
に
帰
し

た
時
、
ル
ナ
ン
は
明
ら
か
に
心
理
的
緊
張
を
示
し
た
。
最
後
の
「
幻
想
に
お
そ
は
れ

た
女
の
愛
情
が
、
復
活
し
た
神
を
世
界
に
輿
へ
る
そ
の
聖
い
瞬
間
／
」
と
い
う
情
熱

的
な
一
文
が
、
聖
書
の
記
述
を
踏
み
こ
え
た
瞬
間
の
ル
ナ
ン
の
心
理
的
飛
躍
の
緊
張

を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
芥
川
は
子
供
を
失
っ
た
母
が
、
そ
の
子
供
の
再
生
を
見
る

這
い
み
よ
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
「
彼
は
或
は
大
名
に
な
っ
た
り
、
或
は
池
の
上
の
鴨
に
な

れ
ん
げ

っ
た
り
、
或
は
又
蓮
華
に
な
っ
た
り
し
た
聖
．
と
続
け
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
芥
川
自

身
の
心
理
的
屈
折
は
な
く
、
極
め
て
な
だ
ら
か
に
前
の
文
脈
か
ら
続
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
想
像
力
に
よ
る
も
の
と
し
た
時

ル
ナ
ン
は
、
単
純
に
聖
書
の
記
述
を
逸
脱
し
た
と
い
う
意
識
よ
り
も
、
天
地
創
造
説

に
示
さ
れ
た
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
対
し
て
否
定
的
な
立
場
に
立
っ
た
こ
と
で

の
心
理
的
緊
張
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
迫
力
の
あ
る
文
体
の
調
子
か
ら
そ
れ
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

芥
川
は
パ
ウ
ロ
の
復
活
論
を
要
約
す
る
時
、
「
信
仰
」
を
「
想
像
力
」
に
置
き
換

え
た
。
根
拠
は
む
ろ
ん
ル
ナ
ン
の
「
イ
エ
ス
博
」
の
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の
時
芥
川

は
、
聖
書
に
信
徒
と
し
て
接
す
る
態
度
を
失
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
人
間
が
牛
に

な
っ
た
り
馬
に
な
っ
た
り
す
る
仏
教
的
輪
廻
転
生
の
国
に
育
っ
た
芥
川
に
と
っ
て
、

「
鴨
」
や
「
蓮
華
」
に
人
間
の
再
生
す
る
姿
を
見
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
が
社
会
全
体
を
覆
っ
た
明
治
に

生
を
得
た
芥
川
に
と
っ
て
聖
脅
の
聖
霊
や
復
活
の
記
述
よ
り
も
猿
が
人
間
に
な
る
進

化
論
の
方
が
よ
り
学
問
的
真
実
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
西
方
の
人
」
は
細
部
の

記
述
に
い
た
る
ま
で
聖
書
を
そ
の
拠
り
所
と
し
な
が
ら
主
要
な
論
点
に
な
る
と
、
作

品
と
し
て
の
「
西
方
の
人
」
は
芥
川
自
身
に
よ
っ
て
無
意
識
裡
に
裏
切
ら
れ
て
聖
書

の
記
述
を
離
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
何
よ
り
も
作
者
自
身
が
日
本
人
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
芥
川
自
身
予
め
意
識
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
冒
頭
で
「
わ
た
し
は
唯
わ
た
し
の
感
じ
た
通
り
に
『
わ
た
し
の
ク
リ
ス
ト
』

し
ろ

を
記
す
の
で
あ
る
」
と
一
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ゲ
エ
テ
は
い
つ
も
聖
蕊
に
□
、
日
目
の
名
を
輿
へ
て
ゐ
た
。
の
み
な
ら
ず
い
つ

と
ら

も
こ
の
聖
瀝
に
捉
は
れ
な
い
や
う
に
警
戒
し
て
ゐ
た
。
が
、
聖
霊
の
子
供
た
ち
は

ｌ
あ
ら
ゆ
る
ク
リ
ス
ト
た
ち
は
聖
霞
の
為
に
い
つ
か
捉
は
れ
る
危
険
塗
持
っ
て

ゐ
る
。
聖
露
は
悪
魔
や
天
使
で
は
な
い
。
勿
論
、
神
と
も
異
る
も
の
で
あ
る
。
（
３

聖
璽
）
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教
会
が
作
ら
れ
て
共
同
生
活
が
始
ま
り
、
ペ
テ
ロ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
復
活
信
仰
や

奇
跡
が
語
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
パ
ウ
ロ
は
、
貧
し
き
者
愚
か
な
者
が
「
聖
霊
」
に
よ

っ
て
神
の
知
恵
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
聖
霊
」
は
神
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

ひ
と

お
の
畠
ぢ

れ
い

た
れ
し
ひ
と

垪
、

そ
れ
人
の
こ
と
は
己
が
中
に
あ
る
霞
の
ほ
か
に
誰
か
知
る
人
あ
ら
ん
、
欺
の
ご
と

か
み

か
み
み
た
ま

し
も
の

わ
れ
う
れ
い
よ
れ
い

く
櫛
の
こ
と
は
榊
の
御
霊
の
ほ
か
に
知
る
者
な
し
。
我
ら
の
受
け
し
霞
は
世
の
畷

に
あ
ら
ず
、
瀧
よ
り
畔
づ
る
郷
な
り
、
是
わ
れ
ら
に
跡
の
賜
ひ
し
も
の
を
知
ら
ん

こ
れ

か
み
た
ま

し

た
め
な
り
。

芥
川
は
最
初
か
ら
「
聖
霊
の
子
供
た
ち
」
「
ク
リ
ス
ト
た
ち
」
と
複
数
で
記
述
し
て

い
て
正
統
的
な
聖
書
の
理
解
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
大
の
理
由
は
こ
の

「
聖
霊
」
の
存
在
を
体
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
輕
哩
ｅ

「
ク
リ
ス
ト
の
死
後
に
生
ま
れ
た
ク
リ
ス
ト
的
天
才
た
ち
が
、
俗
物
た
ち
が
か
つ

ぐ
ク
リ
ス
ト
の
敵
に
な
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ク
リ
ス
ト
た

ち
も
（
そ
の
一
人
が
サ
ウ
ロ
が
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
ク
リ
ス
ト
教
迫
害
に
向
か
う
途
中

で
復
活
し
た
ク
リ
ス
ト
の
次
の
言
葉
を
聞
い
た
と
同
じ
よ
う
に
）
必
ず
敵
の
中
に

復
活
し
た
ク
リ
ス
ト
（
聖
霞
）
に
会
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
註
＆

（
芥
川
甑
之
介
「
西
方
の
人
」
全
註
解
）

「
聖
翌
」
と
は
何
か
、
「
聖
瞥
」
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
の
死
後
、
復
活
の
証
人
と
し
て

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
使
命
を
与
え
ら
れ
た
弟
子
た
ち
が
、
組
織
固
め
を
し
て
い
る
時
、

「
聖
認
」
が
下
る
。

は
げ
か
ぜ
ふ

ひ
び
き

て
ん
お
こ

ぎ

烈
し
き
風
の
吹
き
き
た
る
ご
と
き
響
、
に
は
か
に
天
よ
り
起
り
て
、
そ
の
坐
す
る

と
こ
ろ
い
へ
み

ひ
ご
と

し
た

あ
ら
は
わ
か
お
の
お
の

所
の
家
に
満
ち
、
ま
た
火
の
如
き
も
の
舌
の
や
う
に
現
れ
、
分
れ
て
各
々
の
う

と
ど

か
れ

せ
輔
れ
い
み
た

み
た
戎
の

こ
タ
、
に

へ
に
止
ま
る
。
彼
ら
み
な
聖
霞
に
て
満
さ
れ
、
御
霊
の
宣
く
し
む
る
ま
ま
に
異
邦

こ
§
礎

の
言
に
て
藷
明
り
は
じ
む
。

（
「
使
徒
行
傅
」
第
二
章
二
節
～
四
節
）

（
「
コ
リ
ン
ト
前
書
」
第
二
章
十
一
節
、
十
二
節
）

パ
ウ
ロ
の
宣
教
の
や
り
方
で
わ
か
る
よ
う
に
、
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
力
で
あ

る
「
聖
霊
」
は
理
性
や
知
恵
で
認
識
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
復
活
」
も

「
聖
霊
」
も
共
に
理
性
の
存
在
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
世
界
を
知
る
た
め
に
は
一
種
の
神
秘
体
験
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
聖
霊
」
体
験
の
な
い
芥
川
は
、
「
復
活
」
の
奇
蹟
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
意
味
で
芥
川
の
意
識
は
、
最
後
ま
で
厳
粛
な
ま
で
に
理
性
的
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
西
方
の
人
」
執
筆
直
前
の
晩
年
の
芥
川
は
、
「
歯
車
」
や
「
凶
」
と
い
っ
た
作

品
で
神
秘
的
、
精
神
病
的
な
体
験
を
書
い
て
い
る
が
、
現
実
の
彼
は
代
表
的
な
神
秘

の
書
物
で
あ
る
聖
書
の
「
復
活
」
や
「
聖
霊
」
な
ど
の
神
秘
的
体
験
に
対
し
て
共
感

は
む
ろ
ん
の
こ
と
理
解
も
全
く
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
聖
書
」
に
よ
れ
ば
「
聖

霊
」
体
験
を
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
、
溝
が
あ
り
、

そ
れ
は
理
性
や
知
性
に
よ
っ
て
段
階
的
に
進
ん
で
い
っ
て
到
達
す
べ
き
境
地
で
な
く
、

一
気
に
そ
う
い
っ
た
世
界
に
飛
び
込
む
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
西
方
の
人
」
を
書

い
た
芥
川
が
徹
頭
徹
尾
理
性
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
し
、
同
時
に
他
の
神
秘
的
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
芥
川
作
品
に
対
し
て
も
作
品

を
背
後
で
支
え
た
芥
川
の
強
靱
な
知
性
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
肉
体
の

衰
弱
を
発
狂
の
恐
怖
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
天
才
ぶ
り
を
作
品
に
よ

っ
て
傍
証
し
よ
う
と
し
た
芥
川
の
生
き
方
は
明
断
な
ま
で
に
理
性
的
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
平
凡
な
病
気
で
肉
体
的
に
衰
弱
し
た
こ
と
に
せ
ず
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
や
モ

ー
パ
ッ
サ
ン
の
よ
う
な
発
狂
の
恐
怖
に
自
分
を
接
近
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
知
性
の

人
芥
川
ら
し
い
が
。

神
秘
現
象
と
し
て
の
「
聖
霊
」
の
意
味
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
芥
川
は
、
「
西
方

の
人
」
を
知
性
の
醤
と
し
て
し
か
残
し
得
な
か
っ
た
。
「
西
方
の
人
」
が
聖
書
の
記

述
と
交
り
を
持
て
な
い
の
は
こ
の
箇
所
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
事
を
予
感
し
た
芥
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川
は
そ
こ
で
聖
書
の
神
秘
現
象
に
対
す
る
独
自
の
理
解
を
見
せ
る
。
す
な
わ
ち
「
永

遠
に
超
え
ん
と
す
る
も
の
」
と
い
う
概
念
把
握
で
あ
る
。
故
に
「
西
方
の
人
」
に
あ

っ
て
「
聖
霊
」
と
「
永
遠
に
超
え
ん
と
す
る
も
の
」
と
は
、
一
対
と
し
て
芥
川
に
よ

っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
（
「
３
聖
霊
」
「
妬
復
活
」
等
）

「
聖
霊
」
が
何
で
あ
る
か
体
験
で
き
ず
、
「
復
活
」
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
芥
川

は
、
「
聖
霊
」
の
同
一
線
上
に
「
永
遠
に
超
え
ん
と
す
る
も
の
」
と
い
う
永
久
的
に

実
現
不
可
能
な
、
浪
漫
的
目
標
を
打
ち
立
て
た
。
芥
川
の
考
え
た
キ
リ
ス
ト
は
、
こ

の
目
標
に
向
っ
て
不
断
に
努
力
し
続
け
る
人
間
で
あ
り
、
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
と
の
間

に
画
然
た
る
距
離
を
作
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
芥
川
に
「
聖
霊
」
体
験
が
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
ス
ト
は
地
上
に
神
の
国
を
実
現
す
る

と
い
う
確
固
と
し
た
目
標
を
掲
げ
て
十
字
架
に
死
ん
だ
の
で
あ
り
、
「
西
方
の
人
」

の
キ
リ
ス
ト
と
の
間
に
は
大
き
な
溝
が
生
じ
て
い
る
。
「
永
遠
に
守
ら
ん
と
す
る
も

の
」
と
い
う
反
対
の
概
念
が
具
象
的
で
あ
り
、
色
彩
が
明
澄
な
の
に
比
べ
て
「
西
方

の
人
」
の
キ
リ
ス
ト
の
目
標
は
、
漠
然
と
し
て
い
て
つ
か
み
所
が
な
い
よ
う
に
み
え

る
。
こ
の
抽
象
的
な
目
標
が
色
彩
を
帯
び
る
の
は
、
一
一
つ
の
概
念
が
対
時
し
て
描
か

れ
る
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。

ま
た

げ
か
い

ク
リ
ス
ト
も
亦
恐
ら
く
ば
か
う
一
玄
ふ
下
界
の
人
生
に
懐
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
ゐ
な

ひ
と
け

か
つ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
彼
の
道
は
嫌
で
も
應
で
も
人
氣
の
な
い
天
に
向
っ
て

ゐ
る
。

（
妬
天
に
近
い
山
の
上
の
問
答
）

ク
リ
ス
ト
は
十
字
架
に
か
か
る
前
に
彼
の
弟
子
た
ち
の
足
を
洗
っ
て
や
っ
た
。

「
ソ
ロ
モ
ン
よ
り
も
大
い
な
る
も
の
」
を
以
て
み
づ
か
ら
任
じ
て
ゐ
た
ク
リ
ス
ト

お

の
か
う
一
室
ふ
謙
遜
を
示
し
た
の
は
我
々
を
動
か
さ
す
に
は
措
か
な
い
の
で
あ
る
。

（
、
或
時
の
ク
リ
ス
ト
）

マ
リ
ア
的
世
界
が
具
体
的
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
よ
り
抽
象
的
概
念
で
あ
る
「
永
遠

に
超
え
ん
と
す
る
も
の
」
へ
の
忠
誠
を
示
す
キ
リ
ス
ト
を
描
く
の
に
芥
川
は
「
詩
的

正
義
」
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
を
与
え
た
。
笹
渕
友
一
は
「
神
は
『
詩
的
正
義
』

と
い
う
概
念
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
「
詩
的
宗
教
、
詩
的
正
義
の
『
詩

的
』
が
主
観
的
の
同
義
語
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
芥
川
が
「
聖
書
」
を
根
拠

に
し
て
「
西
方
の
人
」
の
構
想
を
た
て
な
が
ら
、
こ
う
し
た
強
引
な
聖
書
離
れ
の
発

想
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
一
に
「
聖
霊
」
の
意
味
を
体
験
に
よ
っ
て

知
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ク
リ
ス
ト
は
こ
の
神
の
為
に
ｌ
詩
的
正
義
の
為
に
戦
ひ
つ
づ
け
た
．
あ
ら
ゆ
る

み
な
や
と

彼
の
逆
説
は
そ
こ
に
源
を
發
し
て
ゐ
る
。

（
卯
エ
ホ
バ
）

「
聖
霊
」
体
験
を
持
つ
こ
と
な
く
「
奇
蹟
」
の
意
味
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
芥
川
は
、

「
永
遠
に
超
え
ん
と
す
る
も
の
」
と
い
う
実
現
不
可
能
の
努
力
目
標
を
掲
げ
、
こ

の
理
想
に
運
せ
ん
と
す
る
意
志
だ
け
に
期
待
を
寄
せ
た
。
こ
の
不
断
の
理
想
追
求
を

す
る
キ
リ
ス
ト
を
背
後
か
ら
支
え
た
の
が
「
詩
的
正
義
」
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分

で
あ
っ
た
。
笹
渕
友
一
は
「
詩
的
正
義
」
と
い
う
「
西
方
の
人
」
の
骨
組
み
を
な
す

一
つ
の
テ
ー
ゼ
を
含
め
て
芥
川
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
考
え
る
う
え
で
の
い
く
つ
か

の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
（
「
明
治
大
正
文
学
の
分
析
」
八
九
○
頁
）
、
以
下
は
私

が
任
意
に
論
点
だ
け
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

円
芥
川
の
審
美
主
義
思
想
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
を
通
じ
て
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ペ
イ
タ
ー
に
つ
な
が
る
面
が
あ
る
。
（
「
獄
中
記
」
）

ロ
ペ
イ
タ
ー
の
審
美
主
義
は
、
１
ゴ
ー
、
パ
ス
カ
ル
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
二
元

論
に
つ
な
が
る
。

口
芥
川
の
審
美
主
義
は
、
ペ
イ
タ
ー
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
が
、
ペ
イ
タ
ー
の
審

美
主
義
の
発
条
で
あ
っ
た
人
間
存
在
の
原
罪
的
苦
悩
は
、
芥
川
の
意
識
か
ら
姿
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小澤：芥川魂之介「神々の微笑」と「西方の人」
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

臼
「
神
々
の
微
笑
」
の
神
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
神
々
の
「
造
り
変

え
る
力
」
の
結
果
で
あ
る
。
日
本
の
神
々
と
は
日
本
的
伝
統
と
し
て
の
杼
惰
性

で
あ
る
。

以
上
の
論
点
に
導
か
れ
て
「
西
方
の
人
」
の
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
最

初
に
考
え
た
い
の
は
「
聖
書
」
の
記
述
に
お
け
る
「
復
活
」
と
「
神
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
芥
川
は
「
想
像
力
」
と
「
詩
的
正
義
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
た
。
そ

の
根
拠
は
言
う
ま
で
も
な
く
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
Ｆ
の
「
獄
中
記
」
で
あ
る
。
ワ
イ

わ

ル
ド
は
「
ク
リ
ス
ト
の
人
間
観
は
す
べ
て
、
ま
さ
し
く
想
像
力
か
ら
湧
き
出
た
も
の

は
ん
し
ん

で
あ
り
、
想
像
力
に
よ
っ
て
の
み
実
感
さ
れ
う
る
も
の
だ
。
汎
神
論
者
に
と
っ
て
神

に
あ
た
る
も
の
は
、
ク
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
人
で
あ
っ
た
。
」
と
言
い
、
さ
ら
に
続

け
て
、

想
像
力
そ
の
も
の
こ
そ
光
の
世
界
な
の
だ
。
世
界
は
想
像
力
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
、

し
か
も
世
界
は
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。

と
述
べ
て
い
る
。
ワ
イ
ル
ド
の
云
う
「
想
像
力
」
は
ル
ナ
ン
の
「
イ
エ
ス
傅
」
か
ら

来
て
い
る
。

ル
ナ
ン
は
、
聖
ト
マ
ス
派
の
福
音
書
、
典
雅
な
第
五
の
福
音
書
と
も
い
う
べ
き
か

の
「
イ
エ
ス
傳
」
の
ど
こ
か
で
、
ク
リ
ス
ト
の
成
し
遂
げ
た
大
い
な
る
こ
と
は
、

み
ず
か
ら
を
そ
の
生
前
と
ひ
と
し
く
、
死
後
に
お
い
て
も
い
た
く
愛
さ
れ
る
よ
う

に
し
た
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る
。

ワ
イ
ル
ド
は
多
く
ル
ナ
ン
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
「
詩
的
正
義
」
と
い
う
概
念

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
ク
リ
ス
ト
の
正
義
は
す
べ
て
詩
的

正
義
だ
。
そ
し
て
、
正
義
と
は
ま
さ
し
く
詩
的
正
義
で
あ
る
べ
き
だ
』
と
い
う
ワ
イ

ル
ド
の
発
言
も
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
は
「
イ
エ
ス
傳
」
で
あ
る
。

ひ
モ

ク
リ
ス
ト
の
ボ
ヘ
ミ
ア
的
精
神
は
彼
自
身
の
性
格
の
前
に
か
う
一
五
ふ
境
遇
に
も
潜

ん
で
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
（
９
ボ
ヘ
ミ
ア
的
精
神
）

Ｈ
と
口
の
叙
述
、
さ
ら
に
口
と
㈲
の
叙
述
は
内
容
的
に
一
致
し
て
お
り
、
「
獄
中

彼
ほ
ど
ボ
ヘ
ミ
ア
的
生
活
を
つ
づ
け
た
も
の
に
は
或
は
滑
稽
に
見
え
る
で
あ
ら

う
。

（
巧
ク
リ
ス
ト
の
歎
聾
）

ク
リ
ス
ト
を
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
と
し
て
捉
え
る
発
想
を
演
鐸
し
て
浪
漫
主
義
者
と
し
て

把
握
す
る
根
拠
も
、
お
そ
ら
く
芥
川
は
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
芸
術
の
基
調
そ
の
も
の

こ
そ
、
も
と
も
と
ク
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
自
然
な
生
活
を
築
く
に
ふ
さ
わ
し
い
地

盤
だ
っ
た
」
と
い
う
「
獄
中
記
」
の
記
述
を
そ
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
思
考
は
「
獄
中
記
」
の
記
述
を
離
れ
る
ば
か
り
か
、
「
聖

書
」
の
記
述
か
ら
も
遠
く
離
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
芥
川
は
自
分
に
ひ
き
つ
け
す
ぎ

た
「
聖
書
」
理
解
を
示
し
、
「
獄
中
記
」
を
曲
解
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ワ
イ
ル
ド
も
ま
た
「
聖
書
」
を
曲
解
し
、
自
分
の
境
遇
に
ひ
き
つ
け
す
ぎ

た
理
解
し
か
示
し
得
な
か
っ
た
。

一
方
「
獄
中
記
」
「
西
方
の
人
」
は
「
聖
書
」
の
記
述
と
重
な
る
部
分
も
多
く

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｈ
「
あ
ら
ゆ
る
詩
的
な
性
情
を
も
っ
た
ひ
と
ど
同
じ
く
、
ク
リ
ス
ト
は
無
智
な

ひ
と
び
と
を
愛
し
た
。
無
智
な
ひ
と
び
と
の
魂
の
う
ち
に
は
、
い
つ
も
偉
大

な
お
も
い
を
容
れ
る
ゆ
と
り
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
だ
」
（
「
獄
中

記
」
）

口
「
マ
タ
イ
伝
」
第
十
八
章
一
節
～
四
節

「
マ
タ
イ
伝
」
第
十
九
章
十
三
節
～
十
四
節
「
西
方
の
人
」
沁

口
「
ク
リ
ス
ト
が
罪
か
ら
救
っ
た
ひ
と
び
と
は
、
そ
の
生
涯
の
う
ち
に
美
し
い

瞬
間
が
あ
っ
た
と
い
う
、
た
だ
そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
救
わ
れ
る
の
だ
些

四
「
ヨ
ハ
ネ
伝
」
八
章
一
節
～
十
二
節

「
西
方
の
人
」
別
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記
」
も
「
西
方
の
人
」
も
「
聖
書
」
の
典
拠
ど
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
「
聖
書
」

の
記
述
を
根
拠
に
し
て
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
像
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
構

造
は
多
く
重
な
っ
て
い
て
典
拠
離
れ
は
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
芥
川

は
む
ろ
ん
ワ
イ
ル
ド
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
像
を
自
ら
の
問
題
意
識
に
ひ
き
つ
け
た
側
面

は
あ
る
が
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
に
接
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ワ
イ
ル
Ｆ
は
「
イ
エ
ス
が
罪
か
ら
救
っ
た
ひ
と
び
と
は
、
そ
の
生
涯
の
う
ち
に
美

し
い
瞬
間
が
あ
っ
た
と
い
う
、
た
だ
そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
救
わ
れ
る
の
だ
」
と
い
う
。

何
故
か
、
そ
れ
は
「
罪
人
は
悔
い
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
か
ら
で
あ
る
。
「
悔
い
改
め

る
以
外
に
は
自
分
の
行
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
」
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
ワ
イ
ル
ド
の
「
聖
書
」
理
解
は
正
統
的
な
「
聖
書
」
の
理
解
を
超
え
た
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
一
方
「
放
蕩
息
子
」
の
教
訓
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に
は
「
ひ
と

は
牢
獄
へ
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
ワ
イ
ル
Ｆ
の
見
解
は
、
「
聖
書
」
の
物
語
を

歪
曲
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
木
末
を
転
倒
さ
せ
る
危
険
さ
え
は
ら
ん
で
い
る
。

同
じ
こ
と
は
「
西
方
の
人
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
わ
け
で
あ
り
、
芥
川
の
描
く
キ
リ

ス
ト
が
徹
頭
徹
尾
作
者
の
自
画
像
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
言
を

ま
た
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
人
は
自
ら
の
認
識
の
限
界
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

芥
川
は
比
較
的
早
く
か
ら
精
神
病
者
の
一
人
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
を
他
の
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
や
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
と
共
に
意
識
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
影
響
は
浅
薄
な
も
の

に
終
っ
た
ら
し
く
、
萩
原
朔
太
郎
が
そ
の
語
句
や
雰
囲
気
だ
け
を
摂
取
し
て
思
想
的

な
本
質
に
つ
い
て
は
何
一
つ
学
ば
な
か
っ
た
こ
と
と
同
列
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
の
本
質

に
迫
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
後
の
作
品
「
西
方
の
人
」
に
あ
っ
て
ば
、
そ
の
構
想

に
あ
る
い
は
視
点
に
何
ら
か
の
ニ
ー
チ
ェ
的
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
る
。
例
え

ば
「
新
訳
聖
書
」
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
芥
川
の
思
考
は
徹
頭
徹
尾
キ
リ
ス
ト
そ
の

人
に
だ
け
集
中
し
て
い
て
決
し
て
周
辺
の
人
達
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ
な
ど
も

基
本
的
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
思
想
に
連
ら
な
る
思
考
で
あ
り
、
「
芭
蕉
雑
記
」
「
綴

芭
蕉
雑
記
」
な
ど
の
文
芸
的
英
雄
と
い
う
考
え
方
に
関
係
し
て
い
る
。

こ
抱
い

た
と

Ⅱ
「
ニ
イ
チ
ェ
は
後
代
の
バ
ラ
バ
た
ち
を
街
頭
の
犬
に
比
へ
た
り
し
た
』
（
「
西

方
の
人
」
釘
）

Ⅱ
「
ニ
イ
チ
ェ
は
宗
教
を
『
衛
生
學
』
と
呼
ん
だ
四
（
「
西
方
の
人
」
Ｗ
）

Ｉ
は
「
こ
れ
を
も
て
彼
ら
狼
を
犬
と
な
し
、
人
間
そ
の
も
の
を
も
人
間
の
い
と
善
き

家
畜
と
な
し
き
」
（
ツ
ァ
ヲ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
）
の
表
現
を
帰
納
し
て
、

バ
ラ
バ
の
よ
う
な
追
随
者
を
街
頭
を
う
ろ
つ
く
犬
に
芥
川
が
例
え
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
は
「
彼
（
仏
陀
）
の
宗
教
は
、
む
し
ろ
一
種
の
衛
生
学
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
、
キ
リ

ス
ト
教
な
ど
の
よ
う
な
哀
れ
む
べ
き
も
の
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
よ
い
の
だ
が
、

そ
の
教
え
は
、
無
恨
の
克
服
と
い
う
こ
と
を
そ
の
功
徳
の
基
と
し
て
い
る
」
（
こ
の
人
を

見
よ
）
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
説
明
を
簡
潔
に
言
い
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
の
頂
点
に
展
開
さ
れ
た
の
が
「
ツ
ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語

り
き
」
で
あ
る
が
、
こ
の
著
述
の
な
か
で
集
大
成
さ
れ
た
も
の
に
「
超
人
思
想
」
が

あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
比
較
的
初
期
の
「
人
間
的
な
、
あ
ま
り
に
人
間
的
な
」
か
ら

し
よ
よ
る
と

「
曙
光
」
を
経
て
「
悦
ば
し
き
知
識
」
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
て
超
脱
俗
の
自
由
人

を
追
求
し
続
け
た
。
「
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ヲ
は
か
く
語
り
き
」
の
超
人
こ
そ
彼
が
求

め
て
き
た
高
貴
な
人
の
集
大
成
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
超
人
の
成
立
に
は
当
時
の
流

行
思
想
で
あ
っ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
影
響
が
あ
る
。

争
い
そ
し
て
和
解
を
し
、
肉
体
と
精
神
の
健
康
を
尊
重
し
、
幸
福
の
発
明
に
情
熱

を
持
つ
、
こ
れ
ら
家
畜
の
群
れ
を
ニ
ー
チ
ェ
は
平
俗
の
人
間
と
考
え
、
末
人
と
呼
ん

だ
。
こ
れ
に
対
し
て
道
徳
、
宗
教
を
脱
却
し
、
過
去
を
振
り
切
っ
て
高
き
を
求
め
る

人
を
超
人
と
呼
ん
で
い
る
。
後
者
に
と
っ
て
此
の
世
は
、
住
み
難
く
彼
は
日
々
の
戦

い
に
疲
れ
果
て
、
し
ば
し
ば
竪
駆
北
す
る
。
し
か
し
ニ
ー
チ
ェ
は
後
者
に
対
し
て
多
大
の

期
待
を
か
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
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ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
「
ツ
ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」
は
、
超
人
シ
ア
ヲ
ト

ウ
ス
ト
ヲ
を
め
ぐ
る
凡
俗
の
人
々
の
物
語
で
あ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
の
視
線
は
徹
底
的
に

こ
の
高
貴
な
人
、
ツ
ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
に
注
が
れ
て
い
て
衆
愚
の
人
々
に
対
し
て
軽

蔑
的
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
ツ
ァ
ヲ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」
の
構
造
と

形
式
は
、
救
世
主
キ
リ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
の
物
語
「
新
訳
聖
書
」
を
そ
の
下
地
に
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「
新
訳
聖
書
」
の
記
述
は
、
キ
リ
ス
ト
周
辺
の
弟
子
達
に
も
及

ん
で
お
り
、
そ
の
描
写
は
複
合
的
で
あ
る
。
一
方
「
ツ
ァ
ヲ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語

り
き
」
は
一
人
の
超
人
の
前
に
家
畜
の
群
で
あ
る
平
俗
の
人
間
達
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
作
品
の
構
造
は
明
ら
か
に
「
西
方
の
人
」
の
記
述
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
「
ヅ

ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」
も
「
西
方
の
人
」
も
共
に
「
新
訳
聖
書
」
か
ら

発
想
さ
れ
な
が
ら
そ
の
構
想
に
お
い
て
原
典
を
遠
く
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ

「
新
訳
聖
書
」
を
離
れ
て
発
想
さ
れ
た
両
作
品
に
類
似
の
側
面
を
多
く
見
い
だ
し
得

る
。
「
西
方
の
人
」
に
あ
っ
て
も
芥
川
の
視
線
は
い
つ
も
キ
リ
ス
ト
そ
の
人
に
注
が

れ
て
お
り
、
周
辺
の
人
間
た
ち
は
、
凡
俗
、
衆
愚
の
大
衆
の
姿
を
作
品
内
部
に
と
ど

め
て
い
て
、
高
貴
を
求
め
る
キ
リ
ス
ト
は
家
畜
の
群
の
な
か
で
没
落
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
「
西
方
の
人
」
内
部
の
こ
う
し
た
人
物
構
図
は
、
多
く
「
ツ
ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト

ラ
は
か
く
語
り
き
」
か
ら
発
想
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
「
ツ
ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」
の
な
か
で
超
人
思
想
と
並

立
す
る
も
う
一
方
の
思
想
、
そ
れ
が
永
劫
回
帰
の
考
え
で
あ
る
。
「
西
方
の
人
」
の

キ
リ
ス
ト
は
衆
愚
の
な
か
で
戦
い
、
敗
北
し
て
没
落
す
る
。
し
か
し
「
西
方
の
人
」

の
キ
リ
ス
ト
は
敗
退
し
な
が
ら
絶
望
し
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ

は
愚
か
な
人
生
の
繰
り
返
し
は
、
人
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
以
外
の
も
の
を
与
え
な
い
が
、

一
方
で
そ
の
愚
か
な
人
生
を
自
己
の
意
思
で
力
の
限
り
生
き
る
範
囲
で
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

を
退
け
ら
れ
る
と
考
え
た
。
家
畜
の
群
の
、
衆
愚
の
中
に
生
き
る
人
生
に
喜
び
を
得

る
こ
と
は
自
己
の
生
を
力
の
限
り
生
き
る
範
囲
で
可
能
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
こ
う

し
た
生
き
方
を
「
運
命
愛
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
。
「
運
命
愛
」
は
フ
ー
ヒ
リ

ズ
ム
」
克
服
の
道
で
も
あ
る
。

こ
の
ニ
ー
チ
ェ
の
「
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ヲ
は
か
く
語
り
き
」
の
な
か
で
骨
組
み
を

成
し
て
い
る
重
要
な
思
考
は
、
「
西
方
の
人
」
の
作
品
内
部
に
あ
っ
て
希
薄
で
は
あ

る
が
多
少
の
形
跡
を
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
家
畜
の
よ
う
な
衆
愚
の
人
々
の
な
か

で
没
落
す
る
キ
リ
ス
ト
は
一
種
の
「
運
命
愛
」
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
ク
リ
ス
ト
は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
へ
騨
融
を
瀞
っ
て
は
ひ
る
前
に
彼
の
十
字
架

せ
お

を
背
負
っ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
彼
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
運
命
に
近
い
も

つ
ひ

の
だ
っ
た
で
あ
ら
う
。
彼
は
そ
こ
で
も
天
才
だ
っ
た
と
共
に
や
は
り
畢
に
「
人
の

子
」
だ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
事
資
は
数
世
紀
を
重
ね
た
「
メ
シ
ア
」
と
云
ふ

言
葉
の
ク
リ
ス
ト
を
支
配
し
て
ゐ
た
こ
と
を
教
へ
て
ゐ
る
。
樹
の
枝
を
敷
い
た
道

の
上
に
「
ホ
ザ
ナ
よ
、
ホ
ザ
ナ
よ
」
の
聾
に
打
た
れ
な
が
ら
、
騒
馬
を
走
ら
せ
て

行
っ
た
ク
リ
ス
ト
は
彼
自
身
だ
っ
た
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
藤
富
者
た

ち
だ
っ
た
。
（
「
西
方
の
人
」
訂
）

「
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ヲ
は
か
く
語
り
き
」
で
の
「
永
劫
回
帰
」
の
思
想
の
重
大
な
側

面
は
、
過
去
を
意
志
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
最
も
切
実
な
問
題
、

そ
れ
は
失
わ
れ
た
時
間
の
奪
取
で
あ
り
、
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
復
讐
の
念
を
消
す
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
こ
の
独
特
の
過
去
克
服
の
方

法
を
「
運
命
愛
」
と
呼
び
、
「
永
劫
回
帰
」
の
思
想
を
創
造
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は

現
実
を
否
定
し
、
未
来
に
希
望
を
持
た
せ
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
解
決
し
、
仏
教
は

無
常
感
、
あ
き
ら
め
で
問
題
を
処
理
し
た
。
「
永
劫
回
帰
」
そ
れ
は
現
実
肯
定
、
運

命
を
克
服
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
神
秘
体
験
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
現
実
を
否
定
し
、

未
来
（
天
国
）
に
希
望
を
残
し
、
仏
教
が
現
実
を
諦
め
さ
せ
る
こ
と
を
救
済
の
方
法

と
し
た
の
に
対
し
て
ニ
ー
チ
ェ
は
「
過
去
を
意
志
す
る
」
と
い
う
神
秘
体
験
に
よ
っ

て
現
実
を
肯
定
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
永
劫
回
帰
」
の
思
想
で
あ
る
。

「
ツ
ァ
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」
も
「
西
方
の
人
」
も
「
新
訳
聖
書
」
を

素
材
に
し
て
そ
の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
そ
の
構
想
は
「
新
訳
聖
書
」
か
ら
遠
い
。
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し
か
し
ま
た
同
じ
素
材
か
ら
発
想
さ
れ
か
つ
「
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ヲ
は
か
く
語
り
き
」

か
ら
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
「
西
方
の
人
」
は
ニ
ー
チ
ェ
の
基
本
的
な
思
想
に
つ
い
て

何
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
死
を
直
前
に
し
な
が
ら
芥
川
は
、
失

わ
れ
た
時
間
を
取
り
も
ど
す
た
め
に
「
過
去
を
意
志
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
神
秘
体

験
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
奇
跡
」
と
い
う
神
秘
体
験
を
持
っ
た
「
新

訳
聖
書
」
と
「
永
劫
回
帰
」
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
神
秘
体
験
の
記
述
の
あ
る
「
ツ
ア

ラ
ト
ウ
ス
ト
ヲ
は
か
く
語
り
き
」
の
両
者
は
、
神
秘
思
想
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で

重
な
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
と
対
照
的
に
「
西
方
の
人
」
は
徹
頭
徹

尾
理
性
の
書
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
西
方
の
人
」
に
あ
る
の
は
仏
教
的
諦
観
で
あ
り
、

あ
る
い
は
東
洋
的
諦
め
の
境
地
で
あ
る
。

こ
上
ぞ
と
さ
ん
あ
き

「
古
來
英
雄
の
士
、
悉
く
山
阿
に
歸
す
」
の
歌
は
い
つ
も
我
々
に
傳
は
り
つ
づ
け

た
。
が
、
「
天
國
は
近
づ
け
り
」
の
聾
も
や
は
り
我
々
を
立
た
せ
ず
に
は
ゐ
な
い
。

（
「
西
方
の
人
」
師
）

芥
川
は
失
わ
れ
た
時
間
、
過
去
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
な
す
術
が
な
く
、
自
己
の
宿
命

に
対
し
て
積
極
的
に
何
ら
か
の
意
志
、
姿
勢
を
示
す
こ
と
な
く
人
生
か
ら
降
り
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
。
芥
川
の
人
生
観
は
極
め
て
情
緒
的
で
あ
る
。
失
わ
れ
た
時
間
の

回
復
、
宿
命
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て
東
洋
的
な
人
生
逃
避
の
姿
勢
と
現
実
を
あ
き
ら

め
天
国
に
希
望
を
た
く
す
悩
況
の
心
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

芥
川
は
な
ぜ
に
「
過
去
を
意
志
す
る
」
こ
と
で
ニ
ー
チ
ェ
の
示
し
た
「
運
命
愛
」

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
芥
川
の
学
問
態
度
、
あ
る
い
は
創
作
態

度
が
そ
れ
を
さ
え
ぎ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
よ
う
に
思
う
。
「
今
昔
物
語
」
に
多
く
題

材
を
得
な
が
ら
、
彼
は
平
安
末
期
の
人
物
と
同
じ
人
生
を
全
身
で
生
き
よ
う
と
考
え

た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。
作
中
人
物
を
十
二
分
に
生
か
し
な
が
ら
作
者
は
あ
く
ま
で

も
傍
観
者
の
位
置
に
止
ま
っ
て
い
た
。
晩
年
に
な
る
と
芥
川
は
、
過
去
の
人
物
に
自

己
を
単
純
に
仮
託
す
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な
っ
て
、
芭
蕉
を
あ
る
い
は
キ
リ
ス

ト
を
捉
え
て
歴
史
上
の
彼
ら
が
持
っ
て
い
た
以
外
の
も
の
を
彼
ら
を
描
く
作
品
の
内

部
に
注
入
し
よ
う
と
し
た
節
も
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
も
「
過
去
を
意
志
す
る
」

と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
「
永
劫
回
帰
」
の
考
え
に
ま
で
は
達
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は

東
洋
的
な
人
生
逃
避
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

と
ん
に
ち

つ
る
ぎ

ヴ
ォ
ル
ー
プ
ェ
ル
は
〈
「
日
で
は
滑
稽
な
ほ
ど
「
赫
學
」
の
榊
を
殺
す
為
に
彼
の
剣
を

ふ
ろ

揮
っ
て
ゐ
る
。
（
「
西
方
の
人
」
釦
）

神
学
の
神
を
殺
す
た
め
に
力
を
尽
し
た
の
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ェ
ル
以
上
に
ル
ナ
ン
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
芥
川
が
「
西
方
の
人
」
「
続
西
方
の
人
」
全
編
に
お
い
て
キ

リ
ス
ト
を
叙
述
し
た
方
法
は
、
福
音
書
の
一
文
を
引
い
て
そ
れ
を
芥
川
流
に
解
釈
し

て
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
究
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
は
「
イ
エ
ス

傳
」
の
叙
述
と
の
一
致
を
見
せ
て
い
る
。
芥
川
は
福
音
書
の
奇
蹟
の
項
を
信
じ
な
か

キ
リ
ス
ト
お
こ
な

っ
た
。
「
唯
紳
を
信
じ
、
肺
の
子
の
基
督
を
信
じ
、
基
督
の
行
っ
た
奇
蹟
を
信
じ
さ

へ
す
れ
ば
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
芥
川
は
「
悪
魔
」
を
信
じ
る
こ
と
は
出
來
ま
す

が
ね
」
（
「
歯
車
」
五
）
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
福
音
書
の
奇
蹟
に
対
し
て
芥

川
は
、
「
僕
に
は
越
え
ら
れ
な
い
溝
に
連
ひ
な
か
っ
た
。
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
西
方
の
人
」
の
「
焔
奇
蹟
」
「
弱
復
活
」
の
二
箇
所
の
記
述
に
よ
っ
て
裏

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
死
者
の
甦
り
と
キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
福
音
書
の
二
つ

の
奇
蹟
を
芥
川
は
「
イ
エ
ス
博
」
の
記
述
を
踏
襲
し
て
極
め
て
理
性
的
に
処
理
し
て

い
る
と
言
え
る
し
、
四
福
音
書
よ
り
「
イ
エ
ス
傅
」
は
芥
川
に
身
近
か
で
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

神
学
の
神
を
殺
す
た
め
に
ヴ
ォ
ル
テ
ェ
ル
が
力
を
尽
し
た
と
す
る
芥
川
の
記
述
が

何
の
裏
付
け
に
よ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
ル
ナ
ン
の
聖
書
原
典
に
対
す
る
実

証
的
研
究
が
、
ヴ
ォ
ル
テ
ェ
ル
の
な
が
れ
を
く
ん
で
い
る
こ
と
を
も
っ
て
軽
く
書
き

流
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ル
ナ
ン
の
記
述
が
教
会
の
教
義
に
反
し

て
い
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
奇
跡
を
取
り
扱
う
箇
所
で
あ
る
。

Ｉ
病
者
を
や
さ
し
く
い
た
は
り
、
感
動
せ
し
め
る
何
か
の
身
振
り
で
、
回
復
の
保

護
を
與
へ
る
優
れ
た
人
間
の
姿
は
、
往
々
、
決
定
的
な
薬
で
あ
っ
た
。
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小澤：芥川龍之介「神々の微笑」と「西方の人」
（
「
十
六
章
奇
蹟
」
）

Ⅱ
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
強
い
想
像
力
が
、
主
役
を
演
じ
た
。
．

（
「
二
十
六
章
墓
の
イ
エ
ス
」
）

「
イ
エ
ス
博
」
の
Ｉ
と
Ⅱ
の
記
述
は
そ
の
ま
ま
「
西
方
の
人
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

「
焔
奇
蹟
」
「
記
復
活
」
の
記
述
の
内
部
に
収
散
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
芥

川
は
ル
ナ
ン
の
「
イ
エ
ス
傳
」
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
「
奇
跡
」
や
「
復

活
」
の
「
イ
エ
ス
博
」
の
な
か
で
核
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
い
う
な
れ
ば
教
会
の

教
義
を
否
定
す
る
よ
う
な
箇
所
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
作
品
に
組
み
込
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
最
期
ま
で
理
性
の
人
で
あ
っ
た
芥
川
に
と
っ
て
ル
ナ
ン
の
こ
う
し
た

伝
説
に
対
す
る
理
性
的
判
断
は
深
く
心
に
響
く
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
註
１
）
海
老
井
英
次
編
「
芥
川
文
学
の
出
典
」
（
「
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
ｕ
芥
川
龍
之
介
」

（
註
２
）
森
本
修
編
「
芥
川
館
之
介
年
譜
」
（
「
近
代
文
学
資
料
５
芥
川
龍
之
介
」
昭
四
九

・
十
一
、
桜
楓
社
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

八
こ
の
頃
（
昭
二
・
五
）
（
切
支
丹
物
」
を
ま
と
め
て
一
冊
と
す
る
企
画
が
あ
っ

て
装
頓
を
内
田
魯
庵
に
依
頼
し
た
が
、
実
現
を
み
な
か
っ
た
Ｖ
・

（
註
３
）
勝
本
清
一
郎
「
キ
リ
シ
タ
ン
短
歌
の
残
照
」
（
「
文
学
」
一
九
六
二
・
四
）
『
近

代
文
学
ノ
ー
ト
３
』
（
『
春
秋
社
』
一
九
八
○
・
六
）
所
収
。

（
註
４
）
椿
木
昌
夫
「
西
方
の
人
」
（
「
芥
川
龍
之
介
作
品
研
究
」
駒
尺
喜
美
編
昭
四
四

・
八
木
書
店
）
所
収
。

「
聖
霊
論
」
、
「
復
活
論
」
か
ら
「
永
遠
に
超
え
ん
と
す
る
も
の
」
と
は
何
か
を

導
き
だ
し
、
「
詩
的
正
義
」
の
問
題
に
す
す
ん
で
い
る
。
「
復
活
」
に
つ
い
て
の

私
の
以
下
の
思
考
は
、
前
記
の
論
考
に
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
註
５
）
笹
淵
友
一
「
芥
川
龍
之
介
『
西
方
の
人
』
新
論
－
と
く
に
比
較
文
学
的
に
－
」

（
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
」
昭
五
二
・
三
）
に

八
普
及
版
（
芥
川
髄
之
介
全
集
）
は
編
者
の
判
断
に
よ
っ
て
「
聖
霊
」
に
統
一
さ

昭
五
六
・
七
講
談
社
）

四
、
ま
と
め

芥
川
龍
之
介
の
百
四
十
編
を
超
え
る
作
品
の
な
か
で
も
「
切
支
丹
物
」
と
呼
ば
れ

る
一
群
の
作
品
は
、
今
日
な
お
そ
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
題
材
が

特
異
で
あ
る
た
め
比
較
文
学
的
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
作
品

を
構
想
す
る
芥
川
の
思
考
の
内
部
に
素
材
を
超
え
る
独
自
の
思
考
が
あ
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
う
。

「
神
々
の
微
笑
」
の
主
題
は
、
そ
の
発
想
そ
の
も
の
は
斬
新
な
も
の
で
は
な
い
が
、

作
品
を
背
後
で
思
考
す
る
芥
川
の
考
え
に
独
自
性
が
見
い
だ
せ
る
。
ハ
イ
ネ
の
「
歌

物
語
」
は
、
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
侵
入
に
よ
っ
て
次
第
に
辺
境
に
追
い
や
ら

れ
消
え
去
っ
て
い
く
ゲ
ル
マ
ン
の
神
々
の
話
で
あ
る
。
Ｗ
・
ペ
イ
タ
ー
の
「
享
薬
主

義
者
マ
リ
ウ
ス
」
も
同
趣
旨
の
作
品
で
あ
る
。
（
ペ
イ
タ
ー
が
ハ
イ
ネ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
か
ど
う
か
詳
ら
か
で
は
な
い
）

ハ
イ
ネ
の
「
歌
の
本
」
に
想
を
得
て
柳
田
国
男
は
日
本
民
俗
学
に
志
を
持
っ
た
。

芥
川
が
柳
田
国
男
か
ら
影
響
さ
れ
て
、
間
接
的
に
ハ
イ
ネ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は

れ
て
い
る
が
、
旧
全
集
（
昭
和
三
年
版
）
に
は
精
霊
、
聖
霊
が
混
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
芥
川
の
意
識
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｖ

と
あ
る
。

事
実
旧
全
集
（
昭
和
三
年
版
）
で
は
五
箇
所
で
精
霊
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
芥
川
が
聖
書
の
記
述
に
よ
る
聖
霊
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

（
註
６
）
吉
田
孝
次
郎
、
中
野
恵
海
「
芥
川
繭
之
介
『
西
方
の
人
』
全
註
解
」
（
昭
五
七
・

四
清
水
弘
文
堂
）
で
は
「
彼
等
も
同
じ
よ
う
に
」
の
彼
等
を
「
ク
リ
ス
ト
た
ち
」

と
理
解
し
て
い
る
、
こ
の
場
合
の
「
彼
等
」
は
前
文
の
「
犬
た
ち
」
を
指
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
。
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考
え
ら
れ
る
。
芥
川
は
大
正
九
年
の
夏
頃
か
ら
自
画
像
に
河
童
の
絵
を
描
き
は
じ
め

た
が
、
こ
れ
は
柳
田
国
男
と
の
接
触
の
時
期
と
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り

一
年
ほ
ど
前
の
五
月
初
旬
芥
川
は
菊
地
寛
と
最
初
の
長
崎
旅
行
に
出
か
け
た
が
、

（
彼
ら
は
こ
れ
を
「
長
崎
洋
行
」
と
よ
ん
だ
）
こ
の
時
長
崎
県
立
病
院
精
神
科
部
長

で
あ
っ
た
斎
藤
茂
吉
に
会
っ
て
い
る
。
長
崎
県
立
図
書
館
の
「
芳
名
録
に
は
こ
の
時

の
芥
川
の
署
名
が
残
っ
て
い
る
が
、
「
大
正
八
年
五
月
六
日
芥
川
龍
之
介
」
の
隣
に

「
同
八
日
柳
田
国
男
、
菊
地
寛
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
す
で
に
芥
川
が
柳
田

国
男
と
面
識
の
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「
神
々
の
微
笑
」
の
主
題
は
、
芥
川
が
後
世
に
残
し
た
意
義
深
い
思
考
の
一
つ
で
、

後
に
な
っ
て
堀
辰
雄
の
内
部
に
成
長
す
る
。
堀
辰
雄
は
折
ロ
信
夫
の
「
古
代
研
究
」

か
ら
多
く
を
学
ん
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
芥
川
の
民
族
学
的
側
面
（
妖
怪
談
を
メ
モ
し

て
「
椒
図
志
異
」
と
い
う
ノ
ー
ト
を
作
っ
た
り
、
河
童
に
興
味
を
持
っ
た
り
し
た
）

か
ら
多
大
の
も
の
を
得
て
い
る
こ
と
は
推
測
し
得
る
。
故
に
堀
辰
雄
の
古
代
志
向
は

芥
川
を
通
し
て
柳
田
国
男
に
間
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
神
々
の
微

笑
」
の
主
題
は
、
こ
う
し
た
芥
川
が
持
っ
て
い
た
可
能
性
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
こ
に

芥
川
独
自
の
個
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
る
。

「
西
方
の
人
」
も
そ
の
意
味
で
は
「
神
々
の
微
笑
」
と
同
趣
旨
、
同
傾
向
の
作
品

で
あ
り
、
素
材
を
「
新
訳
聖
書
」
に
得
な
が
ら
作
品
構
成
に
多
く
の
先
行
作
品
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
受
け
て
い
る
。
ワ
イ
ル
ド
の
「
獄
中
記
」
か
ら
「
詩
的
正
義
」
と
い
う

大
義
名
分
を
借
り
て
く
る
と
同
時
に
、
同
じ
く
福
音
書
を
下
地
に
し
て
創
作
さ
れ
た

「
シ
ア
ヲ
ト
ウ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
」
な
ど
か
ら
も
一
一
１
チ
ェ
の
思
考
を
無
意
識

裡
に
借
り
て
き
て
い
る
。
し
か
し
特
筆
す
べ
き
な
の
は
こ
れ
ら
の
多
く
の
先
行
作
品

に
負
い
な
が
ら
「
西
方
の
人
」
の
骨
格
を
成
す
の
は
、
作
者
で
あ
る
芥
川
の
杼
情
的

思
考
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
日
本
人
の
一
人
と
し
て
の
芥
川
の
創
作
家
と
し
て
の
意

義
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
「
芸
術
そ
の
他
」
「
文
芸
雑
感
」

「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
」
等
の
芥
川
の
文
芸
論
と
実
作
と
の
関
係
に
つ
い

て
今
後
、
な
お
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

意
味
か
ら
芥
川
は
、
一
つ
の
主
題
を
追
求
し
続
け
た
堀
辰
雄
よ
り
も
多
く
の
可
能
性

を
後
代
に
残
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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